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15世紀末のロシアにおける修道制批判とヨシフ・ヴォロッキーによるその処理方法（宮野　裕）

一
五
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
修
道
制
批
判
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
に
よ
る
そ
の
処
理
方
法

は
じ
め
に

　
か
つ
て
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
モ

ス
ク
ワ
国
家
に
お
い
て
「
ユ
ダ
ヤ
的
に
思
考
す
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者

馨
胃
。
唱
。
碧
霞
。
遇
。
三
生
鴇
顛
鵠
員
畠
。
図
冬
春
巷
爲
塁
お
潤
滞
」
と
呼
ば
れ
た
人
々

（
以
下
「
異
端
者
」
と
括
弧
付
き
で
略
す
）
が
狸
緻
を
極
め
た
と
さ
れ
た
。
こ
の

「
異
端
者
」
は
そ
の
極
め
て
多
様
で
数
多
く
の
宗
教
的
主
張
に
よ
り
教
会
を
混
乱

に
陥
れ
た
だ
け
で
な
く
、
モ
ス
ク
ワ
大
公
イ
ヴ
ァ
ン
三
世
（
在
位
一
四
六
二
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　

五
〇
五
年
）
の
宮
廷
に
も
浸
透
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
彼
ら
の
数
多
く
の
主
張
を
、
当
時
、
そ
の
論
駁
に
奔
走
し
た
ヴ
ォ
ロ
コ
ラ

ム
ス
ク
の
修
道
院
長
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
i
（
一
四
三
九
～
一
五
一
四
／
一
五

年
）
が
そ
の
主
著
『
啓
蒙
者
』
に
お
い
て
詳
細
に
書
き
記
し
、
そ
の
各
々
に
反
論

を
加
え
た
。
そ
う
し
た
「
異
端
者
」
の
主
張
の
一
つ
が
、
　
『
啓
蒙
者
』
最
終
章
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

あ
る
第
＝
章
（
四
節
か
ら
な
る
）
で
記
さ
れ
て
い
る
「
修
道
制
批
判
」
で
あ
る
。

こ
の
批
判
は
お
お
ま
か
に
言
え
ば
四
つ
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
各
々

宮

野

裕

が
第
＝
章
の
四
つ
の
節
の
中
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
内
容
を
簡

単
に
見
て
お
こ
う
。

　
第
一
一
章
第
一
節
に
よ
れ
ば
、
「
異
端
者
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
い

う
。
す
な
わ
ち
修
道
士
は
神
の
掟
や
福
音
品
等
を
捨
て
去
り
、
自
分
た
ち
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

を
身
勝
手
に
創
出
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
つ
ま
り
ヨ
シ
フ
に
よ
れ
ば
、

「
異
端
者
」
は
、
聖
書
に
記
さ
れ
た
制
度
で
は
な
い
修
道
制
を
人
為
的
で
あ
る
と

し
て
批
判
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
第
二
節
に
よ
る
と
「
異
端
者
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
も
し
修
道
士
の
生
活
が
神
意
に
適
う
な
ら
ば
キ
リ
ス
ト
自
身
も
神
の
使

徒
た
ち
も
修
道
士
の
恰
好
を
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
現
実
に
は
彼
ら
は
修

道
士
の
恰
好
で
は
な
く
世
俗
の
恰
好
で
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
修
道
士
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　

は
神
意
に
適
っ
て
い
な
い
、
と
。

　
第
三
節
に
よ
る
と
「
異
端
者
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ

ち
修
道
士
の
最
高
位
階
で
あ
る
ス
ヒ
マ
修
道
士
の
恰
好
は
修
道
制
の
祖
と
さ
れ
る

エ
ジ
プ
ト
の
パ
コ
ミ
オ
ス
（
三
世
紀
）
が
天
使
か
ら
授
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

　　『　1『



西洋史論集

る
が
こ
れ
は
真
実
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
神
の
天
使
が

与
え
た
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
恰
好
は
光
り
輝
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
実
に

は
彼
ら
の
恰
好
は
黒
い
。
つ
ま
り
ス
ヒ
マ
修
道
士
の
恰
好
は
悪
魔
が
与
え
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ロ

で
あ
る
、
と
「
異
端
者
」
は
述
べ
て
い
る
と
い
う
。

　
最
後
の
第
四
節
に
よ
る
と
、
「
異
端
者
」
の
批
判
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
使
徒
パ
ウ
ロ
は
結
婚
を
禁
じ
る
人
々
を
批
判
し
て
い
る
が
、
パ
ウ
ロ
の
こ

の
批
判
は
一
「
異
端
者
」
に
よ
れ
ば
1
修
道
士
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
修
道
士
は
結
婚
を
禁
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
修
道
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

は
既
に
使
徒
パ
ウ
ロ
自
身
に
よ
り
問
題
視
さ
れ
て
い
た
と
す
る
批
判
で
あ
る
。

　
『
啓
蒙
者
』
で
記
さ
れ
る
、
修
道
制
に
対
す
る
以
上
の
四
つ
の
批
判
が
「
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
長
い
間
疑
わ
れ
な
か
っ
た
。
H
・
ル
ー

ド
ネ
フ
は
ま
さ
に
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
に
依
拠
し
、
「
異
端
者
」
は
「
修
道
制

は
〔
神
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
〕
人
の
手
に
な
る
も
の
」
（
第
＝
章
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

節
に
一
致
）
で
あ
る
が
故
に
こ
れ
を
否
定
し
た
と
記
し
た
。
彼
に
続
く
多
く
の
研

究
者
た
ち
も
「
異
端
者
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
す
る
意
見
を
支
持
し
て

　
ロ
お
い

き
た
。

　
さ
て
「
異
端
者
」
が
修
道
制
批
判
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
、
ル
ー
ド
ネ
フ
以

来
の
伝
統
的
な
見
方
に
初
め
て
異
を
唱
え
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
の
J
・
R
・
ハ
ウ
レ
ッ

ト
で
あ
る
。
彼
女
は
ま
ず
『
啓
蒙
者
』
第
五
～
一
〇
章
を
例
に
と
っ
て
、
こ
の
六

つ
の
章
は
元
々
独
立
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
後
に
『
啓
蒙
者
』
が
作
成
さ

れ
る
際
に
そ
れ
を
構
成
す
る
章
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
、
『
啓
蒙
者
』
に
入

る
以
前
の
文
書
は
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
で
は
な
い
別
の
異
端
者
に
つ
い
て

記
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
が
『
啓
蒙
者
』
に
取
り
込
ま
れ
た
際
に
、
記
さ
れ
た
異

端
者
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
編
集
し
直
さ
れ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
（
残
念
な
が
ら
彼
女
は
本
稿
で
扱
う
第
二
章
の
編
集
作
業
に
つ
い

て
は
記
し
て
い
な
い
）
。

　
以
上
の
検
討
結
果
は
ハ
ウ
レ
ッ
ト
を
し
て
次
の
結
論
を
出
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

す
な
わ
ち
そ
も
そ
も
『
啓
蒙
者
』
と
い
う
書
物
は
、
当
時
（
一
五
～
一
六
世
紀
ロ

シ
ア
）
の
現
実
の
「
異
端
者
」
に
対
す
る
実
践
的
な
反
論
の
書
で
は
な
く
、
従
っ

て
現
実
の
「
異
端
者
」
の
情
報
を
殆
ど
含
ん
で
い
な
い
と
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
、
正
教
会
に
出
現
し
た
過
去
の
異
端
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
『
啓
蒙
者
』
と

い
う
こ
の
書
物
は
、
正
教
会
に
伝
統
的
な
神
学
提
要
（
ハ
ウ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

八
世
紀
の
ダ
マ
ス
コ
ス
の
ヨ
ア
ン
ネ
ス
が
五
世
紀
の
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
派
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論
駁
書
を
書
く
が
如
く
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
形
式
こ
そ
「
異
端
者
」
に
対

す
る
反
論
と
い
う
形
を
と
る
も
の
の
、
現
実
に
は
過
去
の
異
端
者
に
対
す
る
反
論

と
い
う
形
で
な
さ
れ
る
正
教
神
学
の
要
約
と
い
う
性
格
を
持
つ
と
す
る
。
但
し
一
r

同
じ
く
ハ
ウ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
ー
ヨ
シ
フ
は
（
一
）
『
啓
蒙
者
』
冒
頭
の
「
新
出

の
異
端
者
に
関
す
る
物
語
」
お
よ
び
（
二
）
最
終
章
（
ハ
ウ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
第

一
五
章
）
に
の
み
現
実
の
「
異
端
者
」
に
対
す
る
反
論
を
付
し
て
こ
の
書
の
締
め

く
く
り
と
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
彼
ら
に
つ
い
て
は
『
啓
蒙
者
』
冒
頭
の
「
物
語
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

そ
し
て
第
一
五
章
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
女
が
出
し
た
こ

う
し
た
意
見
は
、
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
本
稿
で
検
討
さ
れ
て
い
る
第
一
一
章

に
つ
い
て
も
当
然
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
彼
女
は
、
第
＝
章
で
描

か
れ
る
修
道
制
批
判
は
一
四
九
〇
年
に
裁
か
れ
た
本
来
の
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

者
」
の
主
張
で
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
筆
者
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
ハ
ウ
レ
ッ
ト
の
神
学
提
要
説
に

一2一
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ロ
　

は
賛
同
で
き
な
い
も
の
の
、
第
＝
章
で
描
か
れ
て
い
る
主
張
は
「
異
端
者
」
の

そ
れ
で
は
な
い
と
す
る
彼
女
の
意
見
に
は
同
意
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
（
一
）

こ
の
第
一
一
章
に
は
、
ハ
ウ
レ
ッ
ト
が
第
五
～
一
〇
章
の
検
討
の
際
に
示
し
た
よ

う
に
、
そ
の
表
題
と
第
一
節
冒
頭
、
そ
し
て
第
四
節
末
尾
の
三
ヵ
所
以
外
で
は

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
（
二
）
『
啓
蒙
者
』
を
構
成
す
る
他
の
大
部
分
の
諸
章
と
同
様
に
、
第
一
一

章
に
つ
い
て
も
ま
た
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
（
主
に
第
二
節
、
第
三
節
）
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

い
て
、
独
立
し
た
文
書
の
形
で
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
ち
ら
の
文
書
の

な
か
で
は
、
修
道
制
を
批
判
す
る
人
々
は
単
に
異
端
者
（
或
い
は
「
あ
る
人
」
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
い
う
呼
称
は
表
題

に
も
本
文
に
も
登
場
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
仮
に
こ
の
文
書
が
先
に
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
後
に
『
啓
蒙
者
』
第
＝
章
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
第
一
一
章
で
描
か
れ
る
主
張
は
「
異
端
者
」
の
も
の
と
考
え
に
く
く
な
る

（
三
ヶ
所
で
「
異
端
者
」
の
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
）
。
こ
う
し
た
点

に
つ
い
て
ハ
ウ
レ
ッ
ト
は
全
く
論
じ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
検
討
が
本
稿
の
第
一

の
課
題
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
も
し
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と

す
る
根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
何
故
ヨ
シ
フ

が
こ
の
よ
う
に
記
し
た
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
元
々
は
一
四
九
〇
年
に
裁
か

れ
た
人
々
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
修
道
制
批
判
者
た
ち
が
、
ど
の
様
に
し
て
最
終

的
に
「
異
端
者
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

の
検
討
が
重
要
に
な
る
。
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
こ
の
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
こ

の
検
討
は
同
時
に
、
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
に
よ
る
、
敵
対
者
に
対
す
る
異
端

視
の
手
法
が
持
つ
、
非
伝
統
的
な
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
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蛍
再
v
§
罵
瀬
O
貯
冒
曹
。
負
鴛
紹
霊
①
超
鶏
躍
調
8
霞
①
窃
瞬
輿
醸
下
市
畷
堵
鼠

　
×
國
く
出
鍍
舘
陶
×
≦
麺
・
舞
鉾
　
寓
㍉
爵
い
一
8
い
　
（
函
坤
）
甲
さ
薮
§
ミ
眺
．
謡

　
肥
。
曾
。
唱
冨
駕
圃
畠
躍
匿
。
富
麟
湊
憩
蚤
切
噂
o
o
鼠
国
団
×
国
く
－
需
甥
。
罫
潤
8
0
切
國
需

　
×
≦
り
口
’
6
目
■
竃
G
一
ま
ρ
ミ
罵
画
■
O
罵
周
窪
。
護
器
輿
紹
9
写
曾
b
d
嚇
三
三
。
駄

　
談
苔
寺
嶺
。
霞
器
緊
畠
鷺
×
ζ
畷
窯
碧
玉
×
≦
。
暉
．
竃
．
－
銅
お
α
9
但
し
本
稿
筆
者

　
は
こ
う
し
た
意
見
に
つ
い
て
そ
の
情
報
の
出
所
と
文
脈
を
再
検
討
し
、
宮
廷
内

　
部
の
「
異
端
者
」
に
関
す
る
伝
統
的
意
見
を
正
し
た
。
拙
稿
「
イ
ヴ
ァ
ン
三
世

　
時
代
の
モ
ス
ク
ワ
国
家
に
お
け
る
宮
廷
問
題
と
『
異
端
者
』
」
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』

　
七
五
号
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
～
三
九
頁
。

（
2
）
こ
の
書
は
第
一
一
章
ま
で
の
形
で
一
四
九
二
～
九
四
年
に
初
め
て
成
立
し
た
。

　
第
一
二
章
以
下
は
そ
の
後
の
追
補
で
あ
る
。
高
聴
げ
P
O
ま
回
－
ま
◎
及
び
拙
稿

　
「
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
の
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
』
像
」
『
西
洋
史
学
』

　
一
＝
二
号
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
3
）
圏
醤
畠
。
計
器
目
野
開
器
益
田
”
6
0
伊
○
お
帥
お
①
ム
ω
い
．
以
下
訳
文
作
成
に
は

　
佐
々
木
秀
夫
「
ノ
ー
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
現
わ
れ
た
異
端
に
つ
い
て
ー
ヨ
ー
シ
フ
・
ヴ
ォ
ー

　
ロ
ツ
キ
イ
「
啓
蒙
者
」
を
た
ど
る
一
」
『
古
代
ロ
シ
ア
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九

　
八
九
年
、
三
～
一
三
頁
を
参
照
に
し
た
。

（
4
）
檬
。
§
二
二
炉
○
＄
い
』
ω
い
k
。
。
●

（
5
）
樫
。
§
鎧
器
銅
○
き
い
w
奮
。
。
・
a
轟
。

（
6
）
類
唱
。
畠
⑳
霞
器
自
ダ
○
き
い
ム
O
少
a
轟
ム
σ
轟
．
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（
7
）
Φ
O
蕊
函
○
＝
回
－
回
一
P
タ
チ
ー
シ
チ
ェ
フ
、
カ
ラ
ム
ジ
ン
、
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ

　
と
い
っ
た
］
九
世
紀
半
ば
頃
ま
で
の
著
名
な
研
究
者
た
ち
は
「
異
端
者
し
に
よ

　
る
修
道
制
批
判
に
は
全
く
論
及
し
て
い
な
い
。

（
8
）
∩
§
g
。
§
天
ミ
再
舞
O
目
窪
隅
8
員
。
き
。
。
量
舘
超
。
畠
瞬
。
じ
。
8
唱
霞
。
霞
×
玉
露
棊
畠

　
舘
類
。
．
顛
葺
畠
。
鵠
図
δ
渥
婆
、
．
■
団
鳩
器
0
8
二
等
o
o
9
ω
唱
窯
園
9
。
。
（
誌
欝
）
Ψ
8
0
ω
O
S

　
ω
O
。
。
甲
旨
§
o
。
b
“
畷
．
お
ρ
O
N
中
盤
ω
卸
ミ
葦
ミ
臭
慧
”
○
い
。
。
旧
貴
国
～
禽
ぴ
臭
§
趣
●

　
調
臣
員
0
9
0
憲
罫
爵
b
σ
8
0
欝
勲
臣
9
・
同
も
翼
⑦
畠
・
6
鎧
α
，
＝
督
○
鵯
騒
　
ミ
鴻
§
ぴ
臭
ミ

　
ミ
薄
雲
。
ざ
唱
§
運
8
碧
鯨
燭
賃
下
筍
σ
翠
ζ
こ
¢
。
。
◎
。
”
0
8
申
〉
団
均
“
○
回
＄
－
ぴ
ω
甲

　
さ
ミ
象
ξ
。
も
博
○
い
い
ふ
O
　
善
竃
鴇
O
●
嵩
O
山
高
■

　
　
一
方
で
「
異
端
者
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
す
る
『
啓
蒙
者
』
の
叙

　
述
は
、
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
研
究
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
結
果
的
に
支
持
さ

　
れ
て
き
た
。

　
　
そ
う
し
た
研
究
の
第
「
の
も
の
は
、
　
一
四
世
紀
後
半
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
及
び

　
一
五
世
紀
初
頭
の
プ
ス
コ
フ
に
現
れ
た
異
端
者
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
ス
ト
リ
ゴ
ー

　
リ
ニ
キ
」
と
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
の
間
に
継
承
関
係
を
認
め
、
前
者

　
か
ら
後
者
に
修
道
制
批
判
が
継
承
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
革
命
前
の

　
八
・
イ
ロ
ヴ
ァ
イ
ス
キ
ー
を
嗜
矢
と
す
る
こ
う
し
た
研
究
者
に
従
え
ば
「
ス
ト

　
り
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
は
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
（
專
q
蓬
§
謹
職
事
鵠
畠
。
鳴
留

　
噂
o
o
畠
鐸
づ
P
竃
己
一
。
。
。
。
奔
○
い
O
。
。
－
い
8
い
く
。
筆
工
。
。
す
O
．
同
冨
生
禽
。
。
。
図
亀
併
滞

　
謡
審
凶
N
o
臣
p
。
a
鋳
。
噂
。
野
陣
。
ω
亀
国
く
選
護
o
h
鼠
。
ω
8
≦
．
曾
恥
ミ
ミ
ミ
。
。
’
¢
ω
ω
．

　
や
嚢
介
〉
辻
芸
○
ひ
沖
§
ぴ
♪
O
．
一
品
－
ま
ω
’
ニ
キ
ツ
キ
ー
は
継
承
関
係
を
認

　
め
る
も
の
の
、
修
道
制
が
受
け
継
が
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
）
。
他

　
方
で
「
異
端
者
」
に
は
1
同
じ
く
こ
う
し
た
研
究
者
に
従
え
ば
1
現
実
に
「
ス

　
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
混
じ
っ
て
い
た
（
プ
ス
コ
フ
の
ネ
ム
チ
ノ

　
ブ
修
道
院
の
修
道
士
ザ
ハ
ー
ル
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
）
。
従
っ
て
両
者
に
は

　
継
承
関
係
が
あ
り
、
当
然
な
が
ら
「
異
端
者
」
も
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と

　
考
え
ら
れ
た
。

　
　
ま
た
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
大
主
教
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
i

　
（
在
位
一
四
八
五
～
一
五
〇
四
年
）
が
「
異
端
者
」
で
あ
る
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
、

モ
ス
ク
ワ
の
写
本
工
房
の
職
人
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
の
手
に
な
る
（
と
さ

れ
る
）
写
本
（
や
o
o
o
瞬
駄
。
層
紹
円
o
o
蚤
電
。
語
窯
麟
黙
簿
⑪
隷
。
器
緊
榊
く
錯
自
誓
霞
駄

8
⑪
膨
葭
ρ
2
0
．
㌍
簿
ま
一
〇
①
．
）
に
、
修
道
制
を
批
判
す
る
内
容
の
文
書
が
含

ま
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
意
見
を
述
べ
た
A
・
H
・

ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
、
「
異
端
者
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
す
る
ヨ

シ
フ
の
記
述
の
正
し
さ
は
疑
い
な
い
、
と
い
う
（
貯
薮
§
題
Ψ
○
禽
－
い
μ
ミ
O
－

回
刈
ω
甲
§
竃
“
○
ま
O
島
①
ω
甲
Q
§
画
ミ
献
．
外
甥
0
8
窪
窪
竃
③
①
舜
①
×
＜
－
×
＜
国

9
自
。
霞
罫
冨
‘
6
。
。
P
O
。
。
口
’
）
。
だ
が
以
上
の
意
見
を
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
、

そ
の
論
理
の
筋
道
は
十
分
に
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
ず
は
「
異
端
者
」
が
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
か
ら
修
道
制
批
判
を
継
承

し
た
と
す
る
第
一
の
意
見
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
が
ザ
ハ
ー

ル
を
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
だ
と
み
な
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
理
由
は
、
聖
餐
を
授
け
る
に
値
す
る
聖
職
者
が
正
教
会
に
存
在
し
な
い
が

故
に
聖
餐
を
受
け
な
い
と
す
る
ザ
ハ
ー
ル
の
発
言
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
は
、
叙
階
の
際
の
金
銭
授
受

を
問
題
視
し
て
教
会
聖
職
者
か
ら
の
聖
餐
の
授
与
を
拒
否
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
た
か
つ
て
の
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
に
彼
を
同
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
（
「
私
〔
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
〕
は
問
う
た
め
に
彼
〔
修
道
士
ザ
ハ
ー
ル
〕
を

呼
ん
だ
。
『
汝
は
何
故
三
年
も
聖
餐
を
受
け
て
い
な
い
の
か
』
と
。
彼
は
私
に

『
悔
い
改
め
よ
』
と
言
っ
た
。
私
は
彼
に
『
汝
は
何
故
、
小
貴
族
た
ち
を
主
人
か

ら
引
き
離
し
、
ま
た
神
か
ら
引
き
離
し
、
彼
ら
を
剃
髪
し
、
三
年
間
も
彼
ら
に

聖
餐
を
与
え
て
い
な
い
の
か
』
と
言
っ
た
。
す
る
と
彼
は
自
分
が
異
端
で
あ
る

こ
と
を
露
わ
に
し
た
。
『
誰
の
と
こ
ろ
で
聖
餐
を
受
け
れ
ば
よ
い
か
。
司
祭
は
賄

賂
で
叙
階
さ
れ
て
い
る
し
、
府
主
教
も
主
教
も
ま
さ
に
賄
賂
で
叙
階
さ
れ
て
い

る
で
は
な
い
か
』
。
そ
こ
で
私
は
『
府
主
教
は
金
銭
で
鷺
草
を
行
っ
て
は
い
な
い
』

と
言
っ
た
。
す
る
と
彼
は
『
府
主
教
は
叙
階
さ
れ
る
た
め
に
ツ
ァ
ー
リ
グ
ラ
ー

ド
〔
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
〕
へ
行
く
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
彼
は
総
主

教
に
賄
賂
を
支
払
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
彼
は
貴
族
た
ち
〔
総
主
教
の
取
り

巻
き
〕
に
も
賄
賂
を
秘
密
裡
に
支
払
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
主
教
た
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ち
は
府
主
教
に
金
を
支
払
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
一
体
誰
の
と
こ
ろ
で
聖
餐

　
を
受
け
れ
ば
よ
い
の
か
』
と
言
っ
た
。
私
は
彼
が
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
ク
で
あ
る

　
こ
と
を
知
っ
た
」
。
〉
団
碑
6
．
呂
。
。
－
ω
。
。
O
・
）
。
従
っ
て
ザ
ハ
ー
ル
が
こ
こ
で
「
ス

　
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
の
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
ま
で
も
受
け
継
い
で
い
た
と

　
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
彼
自
身
が
プ
ス
コ
フ
の
ネ
ム
チ
ノ
ブ
修
道

　
院
の
修
道
士
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
彼
が
修
道
制
を
批
判
（
つ
ま
り
自
己

　
否
定
）
し
た
と
は
考
え
に
く
い
（
」
♪
団
淘
・
　
O
。
　
ω
Q
Q
◎
・
）
。
従
っ
て
ザ
ハ
ー
ル
の
存
在

　
を
根
拠
に
し
て
「
異
端
者
」
が
修
道
制
批
判
を
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で

　
き
な
い
。

　
　
他
方
で
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
、
写
本
工
房
勤
務
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル

　
ヌ
ィ
が
「
異
端
者
」
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
「
異
端
者
」
が
修
道

　
制
批
判
を
し
て
い
た
と
考
え
る
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
説
も
ま
た
説
得
力
に
欠
け
る
。

　
と
い
う
の
は
、
確
か
に
大
主
教
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
を

　
「
異
端
者
」
の
一
員
で
あ
る
と
記
し
た
も
の
の
、
こ
の
イ
ヴ
ァ
ン
の
主
張
は
抽
象

　
的
に
記
さ
れ
て
い
る
（
〔
彼
は
〕
「
ユ
ダ
ヤ
の
信
仰
に
入
っ
た
」
。
》
田
碑
○
ω
ま
．
）

　
に
過
ぎ
ず
、
他
方
で
一
四
九
〇
年
の
教
会
会
議
も
ま
た
何
も
述
べ
て
い
な
い
か

　
ら
で
あ
る
。
仮
に
イ
ヴ
ァ
ン
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
な
ら
ば
、
な
ぜ
異
端

　
宣
告
を
下
す
た
め
の
こ
の
よ
う
な
絶
好
の
テ
ー
マ
が
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
の
告
発
に

　
お
い
て
も
教
会
会
議
に
お
い
て
も
扱
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

　
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
一
四
九
〇
年
当
時
の
正
教
会
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル

　
ヌ
ィ
の
主
張
の
な
か
に
、
ま
た
延
い
て
は
「
異
端
者
し
の
主
張
の
中
に
、
修
道

　
制
に
対
す
る
批
判
を
見
て
い
な
か
っ
た
（
つ
ま
り
他
の
点
で
問
題
視
し
て
い
た
）

　
こ
と
を
物
語
る
。

　
　
従
っ
て
「
異
端
者
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
す
る
上
の
意
見
は
、
確

　
観
た
る
根
拠
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
「
異
端
者
」
が

　
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
記
す
の
は
、
唯
一
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
だ
け
で

　
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
9
）
齪
。
乱
銭
旨
盛
事
偽
ミ
・
遷
鼠
駄
浮
曳
き
登
N
象
§
翫
§
、
§
、
§
駄
§

　
沁
竃
鴇
§
肉
惑
、
ミ
ミ
ご
墨
O
×
皆
轟
轟
ミ
◎
や
ゆ
◎

（
1
0
）
臨
。
乱
。
再
購
■
一
ω
心
－
一
ω
い
■

（
1
1
）
畷
。
乱
。
酔
押
電
．
潔
も
ひ
。

（
1
2
）
神
学
提
要
説
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
『
啓
蒙
者
』
が
最
初
に

　
成
立
し
た
時
点
で
は
、
こ
の
書
に
は
第
＝
章
ま
で
し
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

　
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
異
端
を
辿
り
、
最
後
（
第
一
五
章
）
に
「
異
端
者
」

　
に
つ
い
て
ヨ
シ
フ
が
記
し
た
と
す
る
ハ
ウ
レ
ッ
ト
の
説
は
、
そ
も
そ
も
成
り
立

　
た
な
い
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
拙
稿
「
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
f

　
の
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
』
像
」
を
参
照
。

（
1
3
）
〉
団
萄
○
壺
α
ム
回
P

　

　
四
九
〇
年
頃
の
「
修
道
制
批
判
」

　
　
　
　
　
1
逸
脱
修
道
士
へ
の
批
判

　
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
は
か
つ
て
一
四
世
紀
以
降
の
ロ
シ
ア
で
、
い
わ
ゆ
る
「
改
革
運

動
」
が
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
運
動
は
端
的
に
言
え
ば
聖

職
者
の
堕
落
に
対
す
る
教
区
民
・
大
衆
の
側
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
運
動
で
あ
り
、

或
い
は
教
会
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
運
動
で
あ
り
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
、

西
欧
に
お
け
る
清
廉
主
義
的
な
「
下
か
ら
の
」
教
会
改
革
運
動
や
宗
教
改
革
に
比

肩
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
抗
議
の
具
体
的
内
容
は
幅
広
く
、
聖
職
売
買
や
聖
職
者

の
妻
帯
と
い
っ
た
聖
職
者
の
退
廃
か
ら
三
位
↓
体
、
イ
コ
ン
冒
涜
と
い
っ
た
教
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

上
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
「
理
性
的
」
批
判
ま
で
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
筆
者

は
、
こ
う
し
た
批
判
が
「
広
範
な
運
動
」
で
あ
っ
た
と
す
る
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
意

見
に
は
賛
同
し
な
い
の
だ
が
、
聖
職
者
の
堕
落
に
対
す
る
抗
議
が
こ
の
時
代
の
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ア
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
点
に
は
同
意
す
る
。
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研
究
者
た
ち
は
こ
の
時
代
に
、
修
道
制
へ
の
二
度
の
批
判
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

教
会
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
最
初
の
そ
れ
は
｝
五
世
紀
初
頭
の
プ
ス
コ
フ
に
お

け
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
者
は
こ
れ
を
当
時
プ
ス
コ
フ
で
活
動
を
し
た
異

端
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
プ
ス
コ
フ
の
当
局
と
聖
職
者
団
に
宛
て
た
モ
ス
ク
ワ
府
主
教
フ
ォ
ー
チ
ー

（
在
位
一
四
〇
八
～
三
二
年
）
の
書
簡
（
一
四
二
七
年
六
月
二
二
日
）
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
プ
ス
コ
フ
に
は
「
修
道
士
の
位
階
を
ま
る
で
そ
れ
が
何
に
よ
っ
て
も
叙
階

さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
み
な
し
て
い
る
」
「
新
た
な
騒
乱
者
た
ち
響
切
ω
塁
罎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
　

臣
ぴ
δ
」
が
い
た
と
い
う
。
筆
者
は
こ
れ
を
即
座
に
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　

考
え
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
が
。
同
じ
く
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
著
作
」
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　

成
し
た
の
は
、
「
異
端
者
」
の
一
員
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
こ
こ
で
「
著
作
」
そ
の
も
の
を
解
説
し
て
お
こ
う
。
こ
の
短
い
文
書
は
そ

の
中
に
、
パ
ウ
ロ
の
二
つ
の
書
簡
か
ら
の
抜
粋
（
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手

紙
」
第
七
章
第
九
節
、
「
テ
モ
テ
へ
の
第
一
の
手
紙
」
第
四
章
第
一
～
五
節
）
、
キ

プ
ロ
ス
の
エ
ピ
フ
ァ
ニ
オ
ス
（
三
］
五
？
～
四
〇
三
年
目
の
「
簡
略
に
書
か
れ
た

全
て
の
異
端
の
物
語
」
か
ら
の
抜
粋
、
ガ
ン
グ
ラ
（
現
小
ア
ジ
ア
）
に
お
け
る
地

方
教
会
会
議
（
三
四
一
年
）
の
規
則
の
第
一
〇
条
、
八
六
一
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
教
会
会
議
決
議
か
ら
の
第
二
の
規
則
の
引
用
を
含
ん
で
お
り
、
そ
し
て
…

こ
れ
が
重
要
で
あ
る
の
だ
が
ー
パ
ウ
ロ
の
書
簡
へ
付
さ
れ
た
、
著
者
の
解
釈
部
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
る
と
、
解
釈
部
を
付
け
る
こ
と
で
こ
の

「
著
作
」
の
著
者
は
、
引
用
さ
れ
た
手
紙
や
規
則
等
が
全
て
修
道
士
や
修
道
制
を

否
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
修
道
士
や

修
道
制
が
既
に
使
徒
の
時
代
か
ら
教
会
内
部
で
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
の

よ
う
に
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
。

挙
げ
て
お
く
。

こ
の
「
著
作
」
は
短
い
の
で
全
文
を

　
「
パ
ウ
ロ
は
言
っ
た
。
『
結
婚
し
な
さ
い
。
そ
し
て
不
法
に
身
を
持
ち
崩
し

て
は
な
ら
な
い
』
と
。
ま
た
『
霊
は
次
の
よ
う
に
明
確
に
告
げ
て
お
ら
れ
ま

す
。
終
わ
り
の
時
に
は
信
仰
か
ら
脱
落
す
る
者
が
い
ま
す
。
惑
わ
す
霊
と
サ

タ
ン
の
教
え
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
。
こ
の
こ
と
は
偽
り
を
語
る
者
た
ち
の
偽

善
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
す
。
彼
ら
は
無
知
で
あ
り
、
ま
た
結
婚

を
禁
じ
、
ま
た
食
物
を
絶
つ
こ
と
を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
食
物
は
、

信
仰
を
持
ち
、
真
理
を
認
識
し
た
人
た
ち
が
感
謝
し
て
食
べ
る
よ
う
に
と
、

神
が
お
造
り
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
神
が
お
造
り
に
な
っ
た
も
の
は
す
べ
て

良
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
感
謝
し
て
受
け
る
な
ら
ば
、
何
一
つ
捨
て
る
も
の

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
の
言
葉
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
聖
な
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
』
と
〔
パ
ウ
ロ
は
言
っ
て
い
る
一
以
下
引
用
文
中
の
〔
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

は
本
稿
の
筆
者
の
訳
注
〕
」
。

　
こ
の
直
後
に
次
の
文
書
が
続
く
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
上
の
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
次

の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
だ
と
い
う
。

　
「
解
釈
。
異
端
者
た
ち
〔
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
1
修
道
士
が
念
頭
に
置

か
れ
て
い
る
〕
は
法
に
よ
る
結
婚
を
拒
否
し
、
飲
み
食
い
す
る
こ
と
を
律
法
に

従
っ
て
疑
し
、
若
い
子
供
た
ち
を
嫌
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
中
に
は
メ
ッ
サ
リ
ア

の
異
端
が
あ
る
。
『
多
く
の
者
は
、
結
婚
を
解
消
す
べ
き
こ
と
を
教
え
、
ま
た
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結
婚
を
避
け
る
人
々
を
斎
戒
者
〔
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
修
道
士
〕
と
し
て

受
け
入
れ
、
そ
う
し
た
人
々
の
機
嫌
を
取
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
父
、
母
、
子
供

を
養
う
よ
う
命
じ
な
い
。
主
人
か
ら
奴
隷
を
引
き
離
し
て
剃
髪
さ
せ
、
結
婚
し

た
女
性
に
夫
を
捨
て
る
よ
う
説
得
し
て
〔
彼
女
ら
を
〕
剃
髪
さ
せ
る
』
と
。
そ

の
他
、
多
く
の
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
や
ど
こ
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う

に
振
る
舞
う
者
が
見
い
だ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
〔
そ
の
者
を
〕
呪
誼
し
た

後
に
追
放
す
る
。
〔
ガ
ン
グ
ラ
会
議
〕
規
則
第
一
〇
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
も

し
キ
リ
ス
ト
が
処
女
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
と
〔
結
婚
し
て
い
る
者
に
対
し

て
〕
自
惚
れ
る
な
ら
ば
、
〔
そ
の
よ
う
に
〕
誓
っ
た
者
に
対
し
て
ア
ナ
テ
マ
が

〔
あ
る
べ
し
〕
』
と
。
会
議
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
の
町
〔
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
〕
の
聖
使
徒
の
教
会
で
の
規
則
一
〇
二
条
で
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

『
あ
る
人
々
は
、
清
ら
か
に
神
に
勤
め
る
た
め
に
で
は
な
く
、
修
道
士
の
恰
好

の
清
ら
か
さ
が
理
由
で
敬
度
な
評
判
を
享
受
し
、
ま
た
現
在
の
自
己
満
足
で
快

楽
を
得
る
た
め
に
、
修
道
士
の
生
活
様
式
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
あ
る
者
は
剃

髪
す
る
だ
け
で
自
分
の
家
に
止
ま
り
続
け
、
修
道
士
の
勤
め
、
或
い
は
そ
の
規

則
を
一
つ
と
し
て
実
行
し
て
い
な
い
。
聖
な
る
会
議
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
命

じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
者
の
一
人
に
も
、
彼
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
願
う

者
〔
修
道
院
長
〕
な
し
で
、
修
道
士
の
恰
好
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
。
そ
う

し
た
人
の
魂
の
救
済
に
関
す
る
配
慮
を
、
福
を
愛
す
る
院
長
は
、
ま
た
キ
リ
ス

ト
の
と
こ
ろ
に
新
た
に
導
か
れ
る
魂
を
救
う
こ
と
が
出
来
る
者
は
行
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
服
従
を
そ
の
者
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
願
う
院
長
な
し
で
誰
か
の
髪

を
剃
る
者
が
見
い
だ
さ
れ
た
な
ら
、
そ
う
し
た
者
は
規
則
を
守
ら
な
い
者
、
修

道
士
の
礼
儀
を
乱
す
者
と
し
て
、
追
放
さ
れ
、
ま
た
断
罪
さ
れ
る
。
地
方
の
主

教
は
、
無
思
慮
に
或
い
は
作
法
を
守
ら
ず
に
剃
髪
し
た
者
を
修
道
院
に
服
従
さ

せ
る
。
な
ぜ
な
ら
軽
率
な
剃
髪
は
罪
で
あ
り
、
修
道
士
の
恰
好
は
名
誉
を
傷
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

け
、
キ
リ
ス
ト
の
名
を
冒
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
』
と
」
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
著
作
」
の
著
者
は
、
食
物
を
断
つ
こ
と
を
命
じ
、
結
婚

に
否
定
的
な
立
場
を
取
る
人
々
へ
の
使
徒
パ
ウ
ロ
の
批
判
を
引
用
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
も
し
キ
リ
ス
ト
が
処
女
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
と
〔
結
婚
し
て
い
る

者
に
対
し
て
〕
〔
結
婚
し
て
い
な
い
者
（
修
道
士
）
が
〕
自
惚
れ
る
な
ら
ば
、
〔
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
〕
誓
っ
た
者
に
対
し
て
ア
ナ
テ
マ
が
〔
あ
る
べ
し
〕
」
と
い
う

規
則
を
持
ち
出
し
て
著
者
は
、
こ
こ
で
言
う
「
異
端
者
」
（
ほ
修
道
士
）
を
批
判

し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
意
見
で
あ
る
。

　
ま
た
同
じ
く
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
「
ノ
ヴ
。
コ
ロ
ド
の
異

端
者
」
の
著
作
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
著
作
」
の
内
容

は
、
（
一
）
ヨ
シ
フ
が
記
す
「
異
端
者
」
の
修
道
制
批
判
の
内
容
と
一
致
す
る
、

（
二
）
正
教
会
の
歴
史
に
お
い
て
、
異
端
運
動
と
テ
モ
テ
の
手
紙
は
切
り
離
せ
な

い
か
ら
（
つ
ま
り
テ
モ
テ
の
手
紙
を
引
用
す
る
こ
の
文
書
の
著
者
は
異
端
者
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
）
、
（
三
）
こ
の
「
著
作
」
を
載
せ
て
い
る
唯
一
の
写
本
（
ロ
シ

ア
国
立
図
書
館
ウ
ン
ド
ー
リ
ス
キ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
番
写
本
。
一
五
世
紀
末
）

を
作
成
し
た
の
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
で
あ
る
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

で
あ
る
か
ら
と
い
う
。

　
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
が
挙
げ
た
根
拠
の
う
ち
、
最
初
の
二
つ
に
つ
い
て
は
簡
単
に
反

論
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼
の
第
一
の
根
拠
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
は
「
異
端
者
」

が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
す
る
ヨ
シ
フ
の
意
見
に
依
拠
し
て
お
り
、
従
っ
て
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当
然
な
が
ら
、
上
で
指
摘
し
た
よ
う
に
『
啓
蒙
者
」
で
修
道
制
を
批
判
し
た
人
々

が
「
異
端
者
」
で
あ
る
根
拠
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
こ
の
ク
り
バ
ー
ノ
ブ
の
主

張
も
連
鎖
的
に
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
第
二
面
目
に
つ
い
て
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
論
拠
に
は
な
ら
な
い
。
仮
に
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
テ

モ
テ
に
宛
て
た
パ
ウ
ロ
の
書
簡
と
正
教
会
の
異
端
者
と
が
伝
統
的
に
結
び
つ
い
て

い
る
と
し
て
も
、
「
異
端
者
」
と
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
証
明
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
一
般
論
は
少
な
く
と
も
こ
こ
で
は
決
定
的
な
論
拠
に
は
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
残
っ
た
第
三
点
目
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
ウ
ン
ド
ー
リ
ス
キ
ー
写
本
と
イ

ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
と
の
関
係
も
実
は
証
明
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
両
者
の

関
係
を
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
は
、
（
一
）
こ
の
「
著
作
」
を
含
む
ウ
ン
ド
ー
リ
ス
キ
ー

写
本
に
同
じ
く
含
ま
れ
る
旧
約
聖
書
の
テ
ク
ス
ト
と
、
（
二
）
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ

ル
ヌ
ィ
の
署
名
が
現
実
に
入
っ
て
い
る
別
の
写
本
（
国
立
図
書
館
博
物
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
五
九
七
番
。
一
四
八
五
年
）
に
含
ま
れ
る
エ
リ
ン
年
代
記
の
テ
ク
ス
ト
と

の
比
較
検
討
に
よ
り
示
そ
う
と
し
た
。
ウ
ン
ド
ー
リ
ス
キ
ー
写
本
に
含
ま
れ
る
旧

約
聖
書
、
そ
し
て
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
写
本
の
エ
リ
ン
年
代
記
で
は
、
共
通
し

て
特
定
の
モ
チ
ー
フ
の
テ
ク
ス
ト
の
脇
に
古
代
ペ
ル
ミ
文
字
で
書
か
れ
た
注
釈
記

号
（
「
見
よ
」
、
「
驚
く
べ
き
、
普
通
で
な
い
、
間
違
っ
て
い
る
」
、
「
適
合
し
て
い

る
」
の
三
種
類
）
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
注
釈
記
号
が
付
さ
れ
た
テ
ク

ス
ト
と
い
う
の
は
ー
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
1
双
方
の
写
本
に
お
い
て
同
じ
く
、

「
異
端
者
」
の
思
想
に
適
合
し
た
部
分
（
例
え
ば
i
彼
に
よ
れ
ば
ー
キ
リ
ス
ト
の

単
性
説
を
想
起
さ
せ
る
も
の
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
考
え
で
は
、

イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
は
、
他
人
が
理
解
で
き
な
い
ペ
ル
ミ
文
字
を
利
用
し
て

（
つ
ま
り
暗
号
と
し
て
）
、
両
写
本
の
「
異
端
者
」
の
主
張
に
一
致
す
る
テ
ク
ス
ト

に
「
見
よ
」
等
の
注
を
付
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
基
づ
き
、

ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
は
、
ウ
ン
ド
ー
リ
ス
キ
ー
写
本
も
ま
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
だ
が
こ
の
意
見
に
対
し
て
、

既
に
ル
リ
エ
ー
が
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
以
上
の
議
論
自
体
は
極
め
て
興
味
深
い
も

の
の
、
慎
重
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
以
上
の
可
能
性
を
以
て
イ
ヴ
ァ
ン
と
「
著
作
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
批
判
し
た
。
他
方
で
ハ
ウ
レ
ッ
ト
は
、

両
方
の
写
本
に
付
さ
れ
た
注
釈
記
号
が
特
段
暗
号
を
表
す
と
は
言
え
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
注
釈
記
号
の
つ
い
た
テ
ク
ス
ト
は
、
ま
さ
に

注
釈
記
号
の
通
り
、
（
一
）
聖
書
テ
ク
ス
ト
の
参
照
、
（
二
）
テ
ク
ス
ト
の
間
違
い
、

正
し
さ
を
指
摘
し
た
箇
所
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
行
っ
た
、
当
時
流
通
し
て
い
た
ス

ラ
ヴ
語
オ
ス
ト
ロ
ー
ク
聖
書
の
テ
ク
ス
ト
と
こ
の
注
釈
記
号
が
付
さ
れ
た
部
分
の

テ
ク
ス
ト
の
比
較
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
彼
女
の
主
張
は
極
め
て
説
得
力
の
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
ハ
ウ
レ
ッ
ト
は
こ
の
写
本
が
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
の
手

で
注
釈
記
号
を
付
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
も
の
の
、
こ
の
注
釈
記
号
は
、

写
本
工
房
の
写
し
手
と
し
て
の
イ
ヴ
ァ
ン
の
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
を
表
現
す
る
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
著
作
」

が
「
異
端
者
」
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
た
め
の
根
拠
は
十
分
で
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
そ
も
そ
も
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
は
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
彼
が
初
め
て
教
会
聖
職
者
に
よ
り
問
題
視
さ
れ
た
の
は
一
四
九
か
年

の
教
会
会
議
直
前
の
大
主
教
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
の
「
府
主
教
ゾ
シ
マ
宛
て
書
簡
」
の

な
か
で
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
書
簡
に
は
大
主
教
が
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ

ル
ヌ
ィ
の
い
か
な
る
点
を
以
て
彼
を
問
題
視
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

材
料
は
殆
ど
存
在
し
な
い
。
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
に
つ
い
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15世紀末のロシアにおける修道制批判とヨシフ・ヴォロッキーによるその処理方法（宮野　裕）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

て
、
「
ユ
ダ
ヤ
の
信
仰
に
入
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
当

時
の
「
ユ
ダ
ヤ
」
と
い
う
言
葉
は
教
会
に
敵
対
す
る
、
ま
た
教
会
か
ら
見
て
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

視
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
付
さ
れ
う
る
レ
ッ
テ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の
「
ユ
ダ
ヤ
の
信
仰
に
入
っ
た
」
と
い
う
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
の
言
葉
も
具
体

的
な
状
況
が
全
く
述
べ
ら
れ
ず
に
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
言
葉
が
異
端
↓
般
に
対

す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
だ
が
こ
の
問
題
に
こ
こ
で
深

入
り
は
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
は
、
こ
の
言
葉
の
背
後
に
修
道
制
へ
の

批
判
が
隠
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
だ
け
で

十
分
で
あ
る
。

　
他
方
で
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
も
『
啓
蒙
者
』
の
序
文
に
当
た
る
「
新
出
の

異
端
者
に
関
す
る
物
語
」
の
な
か
で
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
。
し
か
し
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
見
方
は
、
明
ら
か

に
ゲ
ン
ナ
！
ジ
ー
の
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
「
物
語
」
で
は
「
〔
「
異

端
者
」
は
〕
人
前
で
は
節
制
の
あ
る
態
度
を
示
し
な
が
ら
、
密
か
に
不
浄
な
る
種

を
ま
き
、
多
く
の
者
を
滅
ぼ
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
へ
と
連
れ
去
っ
た
。
そ
こ
〔
ア
レ
ク

セ
イ
ら
の
と
こ
ろ
〕
に
は
丁
度
そ
の
行
為
と
同
じ
名
前
の
イ
ヴ
ァ
シ
コ
〔
イ
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
、

ン
の
指
小
形
〕
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
が
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ヨ
シ

フ
の
記
述
に
拠
っ
て
も
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
の
信
仰
が
「
ユ
ダ
ヤ
教
」
で

あ
っ
た
こ
と
以
外
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
も
ヨ
シ
フ
も
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
を
「
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
な
の
だ
が
、
そ
の

「
異
端
者
」
視
の
原
因
が
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
一
切
、
記
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
但
し
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
初
め
て
イ
ヴ
ァ
ン
に
つ
い
て
記
し
た
ゲ
ン

ナ
ー
ジ
ー
が
、
イ
ヴ
ァ
ン
を
異
端
視
し
、
彼
を
「
異
端
者
」
と
結
び
つ
け
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
一
方
で
一
度
た
り
と
も
彼
ら
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に

言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
仮
に
イ
ヴ
ァ
ン
が
、

修
道
制
批
判
と
い
う
、
異
端
宣
告
の
た
め
の
恰
好
の
口
実
を
大
主
教
に
与
え
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
後
者
は
こ
れ
を
府
主
教
ゾ
シ
マ
や
教
会
会
議
に
充
て
た
書
簡
の

中
で
当
然
、
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
現
実
に
は
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
は
イ
ヴ
ァ

ン
を
何
か
、
修
道
制
批
判
と
は
別
の
こ
と
で
異
端
視
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
こ
こ
か
ら
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
上
記
の
よ
う
に
、
一
四

九
〇
年
の
教
会
会
議
の
判
決
に
お
い
て
も
ま
た
「
異
端
者
」
の
罪
状
と
し
て
修
道

制
批
判
を
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ヴ
ァ
ン
と
修
道
制
批
判
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、

「
異
端
者
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
考
え
る
根
拠
は
な
く
、
ま
た
「
異
端

者
」
と
「
著
作
」
と
の
関
係
も
証
明
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
改
め
て
「
著
作
」
を
検
討
す
る
と
、
様
々
な
点
に
お
い
て
、

こ
れ
が
修
道
制
批
判
の
書
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
と
り
わ
け
注

釈
部
に
記
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
会
議
の
規
則
の
引
用
に
は
注

意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
あ
る
人
々
は
、
清
ら
か
に
神
に
勤
め
る
た
め
に
で

は
な
く
、
修
道
士
の
恰
好
の
清
ら
か
さ
が
理
由
で
敬
斜
な
評
判
を
享
受
し
、
ま
た

現
在
の
自
己
満
足
で
快
楽
を
得
る
た
め
に
、
修
道
士
の
生
活
様
式
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
あ
る
者
は
剃
髪
す
る
だ
け
で
自
分
の
家
に
止
ま
り
続
け
、
修
道
士
の
勤
め
、

或
い
は
そ
の
規
則
を
一
つ
と
し
て
実
行
し
て
い
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

引
用
は
、
修
道
制
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
で
は
な
い
。
修
道
士
の
恰
好
を
し
、

ま
た
剃
髪
を
し
た
も
の
の
、
修
道
士
の
理
想
型
と
は
全
く
異
な
る
生
活
を
す
る
人
々
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に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
著
作
」
は
「
聖
な
る
会
議
は
か
つ
て
次

の
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
者
の
一
人
に
も
、
彼
を
服
従
さ
せ
よ

う
と
願
う
者
〔
修
道
院
長
〕
な
し
で
、
修
道
士
の
恰
好
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
著
者
は
「
服
従
を
そ
の
者
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
願
う
院
長
な
し
で
誰
か

の
髪
を
剃
る
者
が
見
い
だ
さ
れ
た
な
ら
、
そ
う
し
た
者
は
規
則
を
守
ら
な
い
者
、

修
道
士
の
礼
儀
を
乱
す
者
と
し
て
、
追
放
さ
れ
、
ま
た
断
罪
さ
れ
る
。
地
方
の
主

教
は
、
無
思
慮
に
或
い
は
作
法
を
守
ら
ず
に
剃
髪
し
た
者
を
修
道
院
に
服
従
さ
せ

る
。
な
ぜ
な
ら
軽
率
な
剃
髪
は
罪
で
あ
り
、
修
道
士
の
恰
好
は
名
誉
を
傷
つ
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

キ
リ
ス
ト
の
名
を
冒
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
規
則
を
引
い
て
い
る
。
こ

う
し
た
引
用
は
、
修
道
制
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
、
逸
脱
・
堕
落
し
、

ま
た
修
道
院
に
入
ら
な
い
修
道
士
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

　
修
道
制
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
者
に
対
す
る
こ
う
し
た
批

判
は
、
「
異
端
者
」
の
主
張
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
自
身
が
論
じ

た
「
改
革
運
動
」
の
一
部
の
主
張
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
が
っ
て

本
稿
の
筆
者
が
取
り
上
げ
た
「
偽
の
教
師
に
つ
い
て
の
講
話
」
に
類
似
の
批
判
で

あ
る
。
つ
ま
り
「
著
作
」
は
「
異
端
者
」
に
結
び
つ
か
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
成

立
の
土
壌
を
こ
の
時
代
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
本
稿
の
筆
者
と
し
て
は
こ
の
「
著
作
」
を
「
異
端
者
」
の
も
の
と
認
め

る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
「
著
作
」
が
現
れ
た
一
五

世
紀
末
に
、
「
改
革
運
動
」
的
思
考
を
持
っ
た
匿
名
の
あ
る
人
々
が
、
堕
落
し
た

修
道
士
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

註（
1
）
貯
駄
紹
。
。
d
“
O
●
。
。
い
－
N
い
回

（
2
）
筆
者
は
か
つ
て
、
聖
職
者
の
堕
落
を
批
判
し
、
そ
う
し
た
者
に
代
わ
っ
て
教

　
区
民
が
聖
職
者
に
な
る
こ
と
を
条
件
付
き
で
是
認
す
る
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ

　
ソ
ス
ト
モ
ス
の
偽
書
「
偽
の
教
師
に
つ
い
て
の
講
話
」
（
中
世
ロ
シ
ア
で
成
立
）

　
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
ス
ト
リ
。
コ
ー
リ
ニ
キ
の
「
書
物
」
を

　
め
ぐ
る
最
近
の
論
争
1
『
偽
の
教
師
に
つ
い
て
の
講
話
』
を
中
心
に
一
」
『
西
洋

　
史
論
集
』
（
北
大
）
一
号
、
一
九
九
八
年
、
一
～
一
四
頁
。

（
3
）
〉
団
坤
○
賦
ド

（
4
）
〉
団
璃
○
賦
一
．
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
る
と
い

　
う
証
言
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
敵
対
者
で
あ
る
正
教
会
側
の
も
の
な
の
で
あ
り
、

　
こ
の
証
言
は
、
そ
れ
が
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
、
「
ス
ト
リ
。
コ
ー
リ
ニ

　
キ
」
が
現
実
に
そ
う
し
た
批
判
を
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
探
る
た
め
に

　
は
決
定
的
で
は
な
い
。
し
か
も
フ
ォ
ー
チ
…
は
現
地
に
出
向
か
ず
に
モ
ス
ク
ワ

　
か
ら
指
示
を
与
え
続
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
他
方
で
重
要
な
の
は
、
上
述
の
書

　
簡
の
次
に
出
さ
れ
た
フ
ォ
ー
チ
ー
の
書
簡
（
一
四
二
七
年
九
月
の
書
簡
。
宛
先

　
は
プ
ス
コ
フ
当
局
）
で
は
、
こ
の
異
端
者
が
修
道
制
を
批
判
し
た
こ
と
に
全
く

　
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
》
三
軸
○
獣
ω
早
い
い
．
従
っ
て
「
ス
ト
リ
ゴ
ー

　
リ
ニ
キ
」
が
修
道
制
を
批
判
し
て
い
た
と
言
い
切
る
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で

　
あ
る
。

（
5
）
〉
貴
■
O
D
遷
6
0
い
．

（
6
）
さ
薮
§
恥
為
●
い
い
－
い
◎

（
7
）
〉
剛
函
．
○
ω
O
命
こ
の
部
分
の
翻
訳
は
新
共
同
訳
聖
書
、
新
改
訳
聖
書
を
参
考

　
に
し
た
。

（
8
）
函
坤
○
ω
O
轟
－
ω
O
い
p

（
9
）
二
一
○
ω
o
鵠
。
ω
・

（
1
0
）
昏
蕎
§
o
恥
w
O
い
寒
い
◎

（
1
1
）
ミ
貫
○
逡
b
ω
．

（
1
2
）
瞬
◎
蓋
。
貫
鵠
亀
一
ま
占
α
。
。
噸
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（
1
3
）
〉
目
薬
○
ω
ま
．

（
1
4
）
噂
。
器
ψ
〈
0
8
騨
寓
。
蜀
≦
》
■
O
識
嵩
ミ
、
き
。
ミ
織
§
さ
く
。
野
芝
．
〉
若
く
。
誘
務
ぎ
愈
o
o
ω
・

　
器
×
勝
貯
聾
。
霞
。
都
霞
器
。
橋
ζ
亀
器
く
鉱
囲
島
ω
㌶
ゆ
。
。
。
。
－
一
い
O
タ
ド
呂
島
ご
巳
く
霞
訟
¢
Ψ

　
P
O
O
P
鵠
■
軌
－
。
。
甲
畷
。
乱
象
Ψ
唱
’
罵
－
ω
野

（
1
5
）
〉
閏
璃
○
ミ
鯉

（
1
6
）
》
団
珀
．
○
ω
O
轟
－
ω
O
い
．

二

羅
シ
フ
に
よ
る
論
駁
書
の
作
成

　
　
　
　
　
－
修
道
制
批
判
へ
の
反
論
1

　
上
述
の
「
著
作
」
の
出
現
と
お
よ
そ
同
時
期
に
、
修
道
制
そ
の
も
の
を
批
判
す

る
人
々
も
現
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
反
論
の
文
書
（
以
下
「
反
論
」
と
略
）
が
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ッ
キ
ー
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
反
論
」
の
作
成
の
状

況
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず
そ
の
内
容
を
簡
単
に
見

て
お
こ
う
。

　
こ
の
文
書
に
タ
イ
ト
ル
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
そ
の
代
わ
り
に
「
異
端
者

〔「

m
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
で
は
な
い
〕
の
あ
る
者
ど
も
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
も
し
修
道
士
の
生
活
が
神
を
喜
ば
せ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
自

身
や
聖
な
る
使
徒
た
ち
も
修
道
士
の
恰
好
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
今
日
我
々

は
、
キ
リ
ス
ト
も
聖
な
る
使
徒
も
、
修
道
士
の
恰
好
で
は
な
く
、
俗
世
の
恰
好
で

描
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
異
端
者
の
主
張
が
掲
げ
ら
れ

　
　
ハ
セ
　

て
お
り
、
そ
の
直
後
か
ら
、
ま
さ
に
こ
の
主
張
に
対
す
る
反
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ヨ
シ
フ
に
よ
れ
ば
、
人
は
恰
好
で
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
が
修

道
士
の
恰
好
で
い
た
な
ら
ば
修
道
士
と
間
違
え
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

は
よ
ろ
し
く
な
い
。
ま
た
修
道
士
は
十
字
架
に
よ
っ
て
清
く
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト

は
逆
に
十
字
架
を
清
め
る
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
キ
リ
ス
ト
は
修
道
士
の
恰
好
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

し
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
。
次
い
で
ヨ
シ
フ
は
、
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て
修
道
士
も

俗
人
の
恰
好
を
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
「
人
々
」
に
つ
い
て
記
し
、
こ
れ
に
も

反
論
を
加
え
て
い
る
。
ヨ
シ
フ
に
よ
る
と
、
人
は
キ
リ
ス
ト
と
逆
の
こ
と
を
す
べ

き
場
合
が
あ
り
、
例
え
ば
そ
れ
は
割
礼
、
土
曜
日
の
祝
い
等
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

は
そ
れ
を
し
て
い
た
が
、
我
々
は
そ
れ
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
次
い
で
修

道
士
は
自
分
の
罪
に
関
し
て
改
俊
し
、
涙
を
流
す
人
々
で
あ
り
、
従
っ
て
罪
の
な

い
者
は
修
道
士
の
恰
好
を
す
べ
き
で
な
い
と
言
っ
て
い
る
「
人
々
」
に
ヨ
シ
フ
は

反
論
し
て
い
る
。
ヨ
シ
フ
は
、
身
振
や
涙
を
流
す
必
要
の
な
い
使
徒
や
聖
人
た
ち

で
さ
え
修
道
士
の
恰
好
を
し
て
修
道
院
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
修
道
士
の
恰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

好
は
問
題
が
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
次
い
で
ヨ
シ
フ
は
信
心
深
い
俗
人
が
死
後
、

修
道
士
の
恰
好
で
墓
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
例
話
を
引
用
し
、
ま
た
修
道
士
と
俗
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
前
者
が
神
の
国
に
近
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
続
い
て
「
反
論
」
の
後
半
部
で
は
、
修
道
士
の
二
つ
の
位
階
と
そ
れ
に
付
随
す

る
恰
好
（
大
ス
ヒ
マ
と
小
ス
ヒ
マ
）
に
つ
い
て
話
が
進
ん
で
い
る
。
ヨ
シ
フ
に
よ

れ
ば
、
修
道
制
の
祖
と
さ
れ
る
三
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
の
パ
コ
ミ
オ
ス
に
至
る
ま
で

の
間
、
修
道
士
は
使
徒
が
考
案
し
た
小
ス
ヒ
マ
の
恰
好
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

パ
コ
ミ
オ
ス
の
前
に
天
使
が
現
れ
、
天
使
が
自
分
の
「
恰
好
」
を
彼
に
与
え
た
と

い
う
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
大
ス
ヒ
マ
の
恰
好
の
始
ま
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ヨ
シ

フ
曰
く
、
あ
る
「
人
々
」
は
、
使
徒
が
考
案
し
た
小
ス
ヒ
マ
の
恰
好
を
修
道
士
が

捨
て
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
ヨ
シ
フ
は
、
修
道
士
が
今
で
も

最
初
は
小
ス
ヒ
マ
の
恰
好
を
し
、
時
間
が
十
分
に
経
っ
た
後
に
、
大
ス
ヒ
マ
の
恰

一11一



西洋史論集

好
を
許
さ
れ
る
と
い
う
習
慣
を
挙
げ
、
決
し
て
修
道
士
が
使
徒
の
考
案
し
た
恰
好

を
破
棄
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
聖
人
た
ち
の
言
葉
で
こ
れ
を
裏
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
反
論
」
は
終
わ
る
。

　
以
上
の
大
き
な
二
つ
の
反
論
（
修
道
士
の
恰
好
の
擁
護
、
ス
ヒ
マ
に
関
す
る
反

論
）
は
、
既
に
本
稿
の
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
の
、
そ
れ

ぞ
れ
第
二
節
、
第
三
節
と
内
容
的
に
、
ま
た
多
く
の
部
分
に
お
い
て
は
一
字
一
句
、

一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
「
反
論
」
と
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
と
の
相
関

関
係
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
両
者
の
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
の
か
、

『
啓
蒙
者
』
が
先
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
部
分
的
に
テ
ク
ス
ト
が
取
り
出
さ
れ
た
も

の
が
「
反
論
」
な
の
か
、
或
い
は
逆
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
文
書
自

体
に
は
年
代
を
直
接
示
す
も
の
は
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
間
接
的
な

証
拠
を
集
め
て
の
議
論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
両
文
書
の
関
係
つ
い
て
触
れ
た
唯
一
の
研
究
者
で
あ
る
ル
リ
エ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
反
論
」
は
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
の
直
接
の
プ
ロ
ト
グ
ラ
フ
と
は
考
え
に
く
い

と
い
う
（
図
一
参
照
）
。
な
ぜ
な
ら
第
一
に
、
テ
ク
ス
ト
の
規
模
に
お
い
て
「
反

論
」
が
『
啓
蒙
者
』
の
一
節
分
よ
り
も
大
き
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
第
二
節
、

第
三
節
と
い
う
二
節
に
ま
た
が
っ
て
い
る
）
。
加
え
て
第
二
に
、
「
反
論
」
が
改
訂

さ
れ
て
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
改
訂
の

際
に
は
、
第
＝
章
の
残
り
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
部
分
（
主
に
第
一
節
、
第

四
節
）
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
う
ち
の
第
＝
章

第
四
節
と
い
う
の
は
『
啓
蒙
者
』
の
一
般
的
傾
向
と
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
異
な
る
傾
向
を
帯
び
た
も
の
が
改
訂
の
際
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
考
え
に

く
い
と
い
う
。
ル
リ
エ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第
四
節
で
は
「
異
端
者
」
が
使
徒
パ

ウ
ロ
に
依
拠
し
て
修
道
制
批
判
を
行
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
「
異
端
者
」
が
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
）
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

他
方
で
『
啓
蒙
者
』
は
全
体
的
傾
向
と
し
て
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
異
端
者
」

を
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
描
こ
う
と
（
ル
リ
エ
ー
に
よ

れ
ば
、
異
端
者
の
火
刑
は
教
会
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
等
背
教

者
の
処
刑
は
可
能
で
あ
っ
た
）
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
異
端
者
」
の
処
刑
を
正
当

化
す
る
た
め
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
近
い
存
在
と
し
て
彼
ら
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
著
作
（
『
啓
蒙
者
』
）
の
作
成
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
目
的
に
反
す
る
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

節
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
状
況
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
ル
リ
エ
ー
は
、
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
『
啓
蒙
者
』
第
｝

一
章
か
ら
一
部
分
が
書
き
抜
か
れ
た
も
の
が
「
反
論
」
で
あ
る
と
も
考
え
な
い
。

「
反
論
」
は
比
較
的
早
い
時
期
（
一
六
世
紀
半
ば
）
の
写
本
で
、
他
の
ヨ
シ
フ
の

著
作
と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
写
本
は
恐
ら
く
ヨ
シ
フ
の
弟
子

た
ち
に
よ
り
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
「
反
論
」
が
『
啓
蒙
者
』

か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
弟
子
た
ち
は
そ
の
抜
き
書
き
の
際
に
、
種

本
と
し
て
の
『
啓
蒙
者
』
の
タ
イ
ト
ル
、
そ
し
て
ヨ
シ
フ
の
名
前
等
に
言
及
し
た

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
例
え
ば
「
こ
れ
は
師
ヨ
シ
フ
の
『
啓
蒙
者
」
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

一
章
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
」
等
－
本
稿
筆
者
）
。

　
こ
う
し
て
両
者
は
直
接
の
関
係
を
持
た
な
い
と
考
え
る
ル
リ
エ
ー
は
、
最
終
的

に
次
の
結
論
に
達
し
た
。
す
な
わ
ち
元
々
四
つ
の
節
か
ら
な
る
「
修
道
制
擁
護
の

著
作
」
の
存
在
を
想
定
し
、
こ
の
「
著
作
」
が
両
者
の
共
通
の
プ
ロ
ト
グ
ラ
フ
で

　
　
　
　
ゆ
　

あ
っ
た
と
。

〔
惟
一
〕
ル
リ
エ
ー
が
想
定
す
る
、
修
道
制
批
判
へ
の
反
論
の
系
譜
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「
修
道
制
擁
護
の
著
作
」
（
想
定
）
↓
↓
「
反
論
」

　
　
　
　
　
　
　
↑
↓
↓
↓
↓
毒
『
啓
蒙
者
』
第
一

一土

＝
i
牌
弟
二
牌
即
、
伸
弟
一
二
牌
即
）

　
し
か
し
な
が
ら
「
修
道
制
擁
護
の
著
作
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
積
極
的
な

論
拠
は
な
い
。
加
え
て
ま
た
ル
リ
エ
ー
の
第
一
の
議
論
（
「
反
論
」
が
先
に
あ
り
、

後
に
『
啓
蒙
者
』
作
成
の
際
に
、
第
一
一
章
の
第
二
節
、
第
三
節
の
ベ
ー
ス
に
な
っ

た
と
い
う
状
況
は
あ
り
得
な
い
、
と
す
る
）
に
は
反
論
が
可
能
で
あ
る
。

　
ル
リ
エ
ー
の
こ
の
議
論
に
お
け
る
第
一
の
論
拠
は
、
全
く
論
拠
と
は
言
い
難
い
。

「
規
模
に
お
い
て
「
反
論
」
が
『
啓
蒙
者
』
の
一
節
よ
り
も
大
き
い
」
（
つ
ま
り
第

二
節
、
第
三
節
と
内
容
的
に
合
致
す
る
「
反
論
」
が
『
啓
蒙
者
』
に
入
る
際
に
二

つ
に
分
割
さ
れ
て
、
各
々
が
第
二
節
、
第
三
節
に
な
っ
た
）
と
い
う
状
況
が
な
ぜ

あ
り
得
な
い
の
か
、
こ
の
こ
と
を
ル
リ
エ
ー
は
全
く
説
明
し
て
い
な
い
。
加
え
て

彼
が
提
示
す
る
第
二
の
論
拠
も
ま
た
説
得
力
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
度
々

「
『
啓
蒙
者
』
の
一
般
的
傾
向
」
に
依
拠
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。
彼
は
『
啓
蒙

者
』
作
成
の
第
一
の
目
的
が
、
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
の
処
刑
の
正
当
化
で

あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
ヨ
シ
フ
が
と
っ
た
手
段
は
、
ル
リ
エ
ー
に

よ
れ
ば
、
対
象
と
な
る
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
を
、
異
端
者
と
い
う
よ
り
も
、

異
教
徒
（
具
体
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
）
に
近
い
形
で
告
発
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
異
端
者
の
処
刑
は
、
教
会
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
た
、
と
い
う
。
そ
れ
故
に
ヨ
シ
フ
は
『
啓
蒙
者
』
の
な
か
で
ー
ル
リ
四
一
に

よ
れ
ば
一
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
が
あ
た
か
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
か
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

う
に
描
き
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
筆
者
の
考
え
で
は
、

こ
う
し
た
コ
般
的
傾
向
」
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ヨ
シ
フ
は

『
啓
蒙
者
』
の
至
る
所
で
異
端
者
と
い
う
言
葉
を
依
然
と
し
て
使
用
し
続
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
第
四
章
は
『
啓
蒙
者
』
の
コ
般
的
傾
向
」
に
そ
ぐ
わ

な
い
が
故
に
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
ル
リ
エ
ー

の
指
摘
は
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。

　
他
方
で
、
逆
に
『
啓
蒙
者
』
か
ら
「
反
論
」
が
書
き
抜
か
れ
た
と
い
う
状
況
は

あ
り
得
な
い
と
す
る
ル
リ
エ
ー
の
考
え
は
、
よ
り
説
得
力
が
あ
る
。
加
え
て
筆
者

が
指
摘
し
た
い
の
は
、
『
啓
蒙
者
』
か
ら
の
抜
き
書
き
の
事
例
は
極
め
て
限
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
反
論
」
の
な
か
で
念
頭
に
置

か
れ
て
い
る
異
端
者
は
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
点
で

あ
る
。
異
端
者
と
い
う
言
葉
さ
え
、
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
一
ヵ
所
で
の
み
登
場
す

る
だ
け
で
あ
る
（
「
異
端
者
の
な
か
の
あ
る
者
ど
も
」
）
。
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
、

こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
人
々
は
「
あ
る
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の

　
　
　
ほ
　

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
反
論
」
は
『
啓
蒙
者
」
か
ら
の
抜
き
書
き
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
反
論
」
と
『
啓
蒙
者
」
と
の
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、

「
反
論
」
が
先
に
成
立
し
、
こ
れ
が
後
に
『
啓
蒙
者
』
の
第
＝
章
に
、
主
に
第

二
、
第
三
節
と
し
て
含
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
逆
の
「
抜
き

書
き
説
」
は
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
何
ら
か
の
特
定
の
異
端
者
に
対
す
る
「
反
論
」
が
『
啓
蒙

者
』
よ
り
も
先
に
執
筆
さ
れ
、
そ
れ
が
『
啓
蒙
者
』
の
第
一
一
章
が
作
成
さ
れ
る

際
に
、
主
に
第
二
、
第
三
節
で
利
用
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
際
に
初
め
て
、
対
象
の
異
端
者
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
で

あ
る
と
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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西洋史論集

註
（
1
）
こ
の
文
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
そ
の
人
で
あ
る

　
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
が
後
に
『
啓
蒙
者
』
で
利
用
さ
れ
た
と

　
い
う
状
況
以
外
に
も
、
こ
の
文
書
を
含
む
写
本
が
、
主
に
ヨ
シ
フ
の
著
作
を
載

　
せ
た
集
成
で
あ
る
こ
と
が
そ
う
し
た
説
を
裏
付
け
る
。
〉
団
均
○
禽
ひ
■

（
2
）
〉
団
挙
○
禽
σ
．

（
3
）
〉
鴛
■
○
禽
ひ
と
刈
■

（
4
）
〉
趨
．
O
a
S
a
。
。
■

（
5
）
〉
鑑
■
○
禽
。
。
・

（
6
）
〉
団
均
O
a
。
。
．

（
7
）
〉
団
淘
■
○
愈
。
。
ム
一
P

（
8
）
薯
奥
○
＝
。
。
■

（
9
）
§
》
鼻
○
§
●

（
1
0
）
尊
奥
○
回
N
9

（
1
1
）
ξ
貫
○
＝
O
●

（
1
2
）
『
啓
蒙
者
』
の
全
体
に
つ
い
て
見
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
冒
頭
の
「
物
語
」
が

　
抜
き
書
き
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
章
、
部
分
に
つ
い
て

　
言
う
な
ら
ば
、
そ
の
抜
き
書
き
は
存
在
し
な
い
。

（
1
3
）
こ
う
し
た
事
実
は
極
め
て
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
既
に
大
主
教
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー

　
の
例
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
特
定
の
人
物
・
集
団
に
対
す
る
異

　
端
視
の
際
に
は
、
多
く
の
場
合
、
過
去
に
挙
げ
ら
れ
た
異
端
者
と
の
比
定
・
同

　
定
が
な
さ
れ
る
。
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
の
場
合
、
一
四
八
七
年
頃
の
ノ
ヴ
，
コ
ロ
ド
の

　
下
級
聖
職
者
た
ち
の
行
為
は
、
過
去
に
現
れ
た
異
端
者
「
メ
ッ
サ
リ
ア
と
マ
ル

　
キ
オ
ン
」
の
行
為
と
同
定
さ
れ
た
（
〉
団
瑚
○
ω
回
ρ
ω
ま
－
ω
一
ご
。

　
　
異
端
を
特
定
す
る
こ
う
し
た
事
例
を
考
慮
し
よ
う
。
仮
に
抜
き
書
き
が
行
わ

　
れ
た
と
す
る
な
ら
、
抜
き
書
き
さ
れ
た
先
で
あ
る
「
反
論
」
の
な
か
で
も
、
念

　
頭
に
置
か
れ
た
人
々
が
（
種
本
で
あ
る
『
啓
蒙
者
』
に
従
い
）
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の

　
異
端
者
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
た
と
え
こ
の

「
反
論
」
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
は
異
な
る
人
々
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
「
反
論
」
は
、
そ
の
人
々
を
、
既
に
有
罪
判
決
を

受
け
た
存
在
で
あ
っ
た
「
異
端
者
」
と
比
定
・
同
定
す
る
た
め
の
重
要
な
根
拠

に
な
る
も
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
」
と
い
う
言
葉
を
落
と
し

て
（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
単
に
「
あ
る
者
」
と
呼
び
換
え
て
）
作
成
し
直
さ
れ
る
と

い
う
状
況
は
考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
「
反
論
」
は
、
反
論
の
書
で
あ
り
、
当

該
の
異
端
者
の
誤
謬
を
示
す
こ
と
に
力
を
注
い
だ
は
ず
で
あ
り
、
ヨ
シ
フ
は
、

当
該
の
人
々
を
過
去
の
異
端
者
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
む
し

ろ
喜
ん
で
そ
れ
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三

『
啓
蒙
者
』
第
＝
章
の
作
成

　
　
－
修
道
制
批
判
の
「
ノ
ヴ
ゴ
圃
ド
の
異
端
化
」

　
以
上
の
「
反
論
」
の
作
成
後
、
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
は
、
第
＝
章
ま
で

で
終
わ
る
、
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
に
対
す
る
論
駁
の
書
『
啓
蒙
者
』
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

四
九
二
～
九
四
年
に
作
成
し
た
。

　
本
節
で
は
、
こ
こ
で
成
立
し
た
『
啓
蒙
者
』
第
＝
章
の
構
造
を
検
討
し
、
従

来
の
「
反
論
」
等
の
テ
ク
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
『
啓
蒙
者
』
に
取
り
込
ま
れ
て
改

訂
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
段
階
で
初
め
て
、

そ
れ
ま
で
単
に
異
端
者
（
或
い
は
「
あ
る
者
」
）
と
し
か
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た

存
在
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
呼
ば
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
改
訂
の
傾
向
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
さ
て
『
啓
蒙
者
』
第
＝
章
は
前
述
の
通
り
、
四
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
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内
の
第
二
節
、
第
三
節
は
概
し
て
修
道
士
の
恰
好
に
関
す
る
「
異
端
者
」
か
ら
の

批
判
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
反
論
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
「
反
論
」
と
テ
ク
ス
ト
的

に
も
多
く
の
部
分
で
一
致
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
「
反
論
」
の
前
半
部
は
修

道
士
の
恰
好
が
キ
リ
ス
ト
の
恰
好
と
異
な
る
点
を
根
拠
に
修
道
制
を
批
判
す
る
者

へ
の
反
論
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
第
二
節
に
一
致
す
る
。

他
方
で
「
反
論
」
後
半
部
で
は
修
道
制
の
始
祖
、
エ
ジ
プ
ト
の
パ
コ
ミ
オ
ス
の
も

と
に
天
使
が
現
れ
て
彼
に
恰
好
を
授
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
第
三
節
に
一

致
す
る
。

　
さ
て
第
二
節
で
は
、
主
に
キ
リ
ス
ト
と
修
道
士
の
恰
好
と
の
関
係
に
関
す
る

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
の
九
つ
の
問
い
（
疑
問
）
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
回
答

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
九
つ
の
問
い
の
う
ち
、
第
一
、
第
三
、
第
四
、
第
六

の
合
計
四
つ
の
問
い
（
及
び
そ
れ
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
回
答
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
大
部
分
が
「
反
論
」
か
ら
そ
の
ま
ま
引
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

残
り
の
問
い
（
第
二
、
第
五
、
第
七
、
第
八
、
第
九
の
問
い
と
そ
れ
に
対
す
る
ヨ

シ
フ
の
回
答
）
は
、
こ
の
第
二
節
の
作
成
の
際
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
に
指
摘
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
「
反
論
」
か
ら
引
き
継
が
れ
た
上
記
四
つ
の

問
い
に
関
し
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
回
答
は
し
ば
し
ば
使
徒
や
教
父
の

著
作
の
更
な
る
引
用
に
よ
り
、
「
反
論
」
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
堅
固
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
で
第
三
節
は
「
反
論
」
の
後
半
部
（
修
道
士
の
恰
好
が
黒
色
で
あ
る
こ
と

に
対
す
る
異
端
者
の
批
判
）
を
主
に
土
台
に
し
て
お
り
、
殆
ど
の
内
容
は
そ
の
ま

ま
『
啓
蒙
者
』
第
＝
章
第
三
節
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
但
し
詳
細
に
述
べ
て

お
く
な
ら
ば
、
「
反
論
」
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
全
て
第
三
節
の
前
半

部
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
第
三
節
後
半
部
で
は
、
同
じ
く
修
道
士
の
黒
衣
の
問

題
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
反
論
」
で
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

た
な
問
題
群
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
次
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
の
第
二
節
、
第
三
節
に
続
く
第
四
節
で

あ
る
。
こ
の
節
で
は
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ウ
ロ
を
引
用
し
て
修
道

制
を
批
判
す
る
人
々
が
ヨ
シ
フ
に
よ
り
批
判
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
然
な
が

ら
先
の
「
修
道
制
批
判
の
著
作
」
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
第

一
一
章
第
四
節
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　
内
容
的
に
大
ま
か
に
言
え
ば
、
こ
の
章
の
前
半
部
は
、
前
述
の
「
著
作
」
の
冒

頭
に
も
引
用
さ
れ
た
、
使
徒
パ
ウ
ロ
の
テ
モ
テ
宛
て
の
書
簡
か
ら
の
引
用
を
ど
う

解
釈
す
べ
き
か
に
関
す
る
ヨ
シ
フ
の
見
解
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
こ

の
引
用
全
体
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
で
は
な
く
、
引
用
を
細
か
く
切
り
分
け
、
そ

の
各
々
に
対
し
て
彼
の
解
釈
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

　
「
霊
は
次
の
よ
う
に
明
確
に
告
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
終
わ
り
の
時
に
は
信

仰
か
ら
脱
落
す
る
者
が
い
ま
す
。
惑
わ
す
霊
と
悪
霊
の
教
え
と
に
心
を
奪
わ

れ
て
。
こ
の
こ
と
は
偽
り
を
語
る
者
た
ち
の
偽
善
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
の
で
す
。
彼
ら
は
自
分
0
良
心
が
焼
け
き
っ
て
お
り
、
ま
た
結
婚
を
禁
じ
、

ま
た
食
物
を
絶
つ
こ
と
を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
食
物
は
、
信
仰
を
持

ち
、
真
理
を
認
識
し
た
人
た
ち
が
感
謝
し
て
食
べ
る
よ
う
に
と
、
神
が
お
造

り
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
神
が
お
造
り
に
な
っ
た
も
の
は
す
べ
て
良
い
も
の

で
あ
る
の
で
、
感
謝
し
て
受
け
る
な
ら
ば
、
何
一
つ
捨
て
る
も
の
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
神
の
言
葉
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
聖
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
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う
ソ

で
す
」
。

　
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
引
用
が
九
つ
に
分
割
さ
れ
て
逐
一
ヨ
シ
フ
自
身
の
注
釈
が
施

さ
れ
て
い
る
。

　
「
霊
は
次
の
よ
う
に
明
確
に
告
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
終
わ
り
の
時
に
は
、
信
仰

か
ら
脱
落
す
る
者
が
い
ま
す
」
と
い
う
引
用
に
つ
い
て
ヨ
シ
フ
は
、
こ
れ
を
パ
ウ

ロ
は
、
主
を
否
定
し
ま
た
正
教
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
離
れ
た
異
端
者
に
関
し
て
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

た
の
で
あ
り
、
修
道
士
の
こ
と
で
は
な
い
と
反
論
す
る
。
ま
た
「
惑
わ
す
霊
と
悪

霊
の
教
え
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
」
と
い
う
部
分
を
、
ヨ
シ
フ
は
、
預
言
書
、
福
音

書
、
使
徒
の
教
え
に
敵
対
す
る
異
端
者
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
た
部
分
だ
と
す

　
ア
　

る
。　

次
い
で
「
こ
の
こ
と
は
偽
り
を
語
る
者
た
ち
の
偽
善
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
の
で
す
」
と
い
う
旬
を
ヨ
シ
フ
は
、
こ
れ
は
ま
さ
に
偽
り
を
語
る
者
を
念
頭
に

お
い
た
も
の
と
し
、
「
彼
ら
は
良
心
が
焼
け
き
っ
て
お
り
」
に
つ
い
て
は
「
火
が

物
を
飲
み
込
む
よ
う
に
、
異
端
の
「
良
心
」
も
ま
た
火
や
汚
ら
わ
し
き
生
活
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

い
で
燃
え
上
が
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
と
注
釈
を
つ
け
、
「
結
婚
を
禁
じ
」
に
つ

い
て
は
古
来
か
ら
異
端
者
は
皆
、
神
に
よ
り
結
婚
が
推
奨
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

着
目
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
辺
り
で
既
に
ヨ
シ

フ
は
、
解
釈
さ
れ
る
パ
ウ
ロ
の
テ
ク
ス
ト
が
修
道
士
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
す

る
批
判
に
反
論
を
し
て
い
な
い
。
彼
は
既
に
、
パ
ウ
ロ
が
ま
さ
に
異
端
者
を
念
頭

に
置
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
話
を
進
め
て
い
る
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
。
「
食

物
を
絶
つ
こ
と
を
命
じ
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、
異
端
者
は
食
事
を
汚
ら
わ
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

考
え
て
い
る
の
で
、
食
物
を
拒
否
す
る
と
だ
け
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
し
か
し
、

こ
の
食
物
は
、
信
仰
を
持
ち
、
真
理
を
認
識
し
た
人
た
ち
が
感
謝
し
て
食
べ
る
よ

う
に
と
、
神
が
お
造
り
に
な
っ
た
も
の
で
す
」
に
つ
い
て
は
、
異
端
者
は
神
を
冒

涜
す
る
が
、
修
道
士
は
感
謝
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

慮
さ
れ
て
い
る
対
象
が
修
道
士
で
は
な
い
こ
と
を
再
度
確
認
す
る
。
以
下
「
神
が

お
造
り
に
な
っ
た
も
の
は
す
べ
て
良
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
感
謝
し
て
受
け
る
な

ら
ば
、
何
一
つ
捨
て
る
も
の
は
な
い
」
を
引
用
し
て
、
「
汝
が
見
る
よ
う
に
、
聖

使
徒
パ
ウ
ロ
は
修
道
士
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
結
婚
を
放
蕩
と
同
一
視
し
、
食
事

を
汚
ら
わ
し
き
も
の
と
考
え
る
異
端
者
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
神
の
言
葉
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
聖
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

い
さ
さ
か
強
引
に
話
を
終
え
て
い
る
。
こ
こ
で
第
四
節
前
半
が
終
了
す
る
。

　
そ
の
後
、
第
四
節
後
半
で
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
モ
ー
セ
を
引
用
し
て
修
道

士
を
批
判
す
る
人
々
（
「
モ
ー
セ
の
律
法
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
種
を
ま
か
な
い

〔
つ
ま
り
結
婚
し
て
子
孫
を
残
さ
な
い
1
筆
者
注
〕
あ
ら
ゆ
る
者
は
呪
誼
さ
れ
る
、

と
書
か
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
修
道
制
を
批
判
す
る
人
々
）
に
つ
い
て
の
反
論
が

続
く
。
ヨ
シ
フ
は
、
キ
リ
ス
ト
が
処
女
た
る
聖
母
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
引
き
合

い
に
出
し
、
処
女
・
童
貞
（
で
あ
る
状
態
）
の
方
が
結
婚
す
る
よ
り
も
「
高
く
、

ま
た
望
ま
し
い
」
と
す
る
。
「
天
使
が
人
々
よ
り
も
高
く
に
位
置
し
、
天
が
地
上

よ
り
も
高
み
に
あ
る
が
ご
と
く
、
処
女
（
童
貞
）
は
結
婚
し
た
者
よ
り
も
崇
敬
さ

れ
る
の
で
あ
る
」
と
彼
は
述
べ
る
。
ヨ
シ
フ
に
よ
れ
ば
、
神
は
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
に

裸
で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
こ
の
こ
と
は
神
が
処
女
・
童
貞
を
好
ん
だ
こ
と
の

証
拠
だ
と
い
う
。
そ
れ
故
に
旧
約
聖
書
の
預
言
者
も
新
約
聖
書
の
使
徒
た
ち
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
他
方
で
ヨ
シ
フ
に
よ
れ
ば
、
先
の
モ
ー
セ
の
律
法
の
内
容
は
、
修
道
士
に
関
し
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て
で
は
な
く
、
結
婚
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
子
孫
を
残
さ
な
い
者
に
つ
い
て
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

と
述
べ
て
こ
の
後
半
部
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
以
上
の
第
四
節
の
う
ち
、
前
半
部
は
、
先
に
見
た
一
四
八
○
年
代
末

頃
に
モ
ス
ク
ワ
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ョ
ル
ヌ
ィ
の
周
辺
で
作
成
さ
れ
た
写
本
（
ウ
ン

ド
ー
リ
ス
キ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
番
写
本
）
に
あ
る
「
修
道
制
批
判
の
著
作
」

と
同
じ
く
パ
ウ
ロ
の
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
こ
の
第
四
節
と

「
著
作
」
と
の
関
係
が
い
か
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
さ
せ
る
。

現
に
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
は
両
者
の
関
係
を
認
め
、
ま
さ
に
こ
の
「
著
作
」
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

反
論
で
あ
っ
た
の
が
『
啓
蒙
者
』
第
一
一
章
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。

　
筆
者
の
考
え
で
は
、
第
四
節
の
前
半
の
執
筆
の
際
に
「
著
作
」
が
念
頭
に
置
か

れ
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
第
四
節
の
前
半
の
本
文

で
は
、
「
著
作
」
で
引
用
さ
れ
た
パ
ウ
ロ
の
書
簡
が
一
字
一
句
違
わ
ず
（
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

長
く
も
な
く
、
短
く
も
な
く
）
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
著
作
」

は
上
述
の
よ
う
に
修
道
制
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
逸
脱
し
た
修
道
士
に
対
す
る
批

判
を
含
ん
で
い
る
が
、
ヨ
シ
フ
が
引
用
し
た
ま
さ
に
パ
ウ
ロ
の
書
簡
部
分
だ
け
に

焦
点
を
絞
る
な
ら
、
逸
脱
修
道
士
で
は
な
く
、
修
道
制
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判

に
も
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
著
作
」
の
出
現
時
期
と
第
一
一
章
を
含
む

『
啓
蒙
者
』
の
原
初
版
の
成
立
の
時
期
が
近
い
こ
と
も
、
「
著
作
」
が
ヨ
シ
フ
に
よ

り
批
判
さ
れ
た
と
言
う
た
め
の
「
つ
の
論
拠
に
な
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
四

節
前
半
が
「
著
作
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
可
能
性
は
、
一
応
認
め
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ヨ
シ
フ
が
第
四
節
を
「
著
作
」
を
念
頭
に

お
い
て
書
い
た
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
既
に
見
た
よ
う
に
、
ヨ

シ
フ
は
パ
ウ
ロ
の
書
簡
を
利
用
し
て
「
修
道
制
批
判
」
を
行
う
人
々
を
念
頭
に
お

い
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
「
著
作
」
の
注
釈
者
は
、
全
体
と
し

て
言
う
な
ら
ば
、
然
る
べ
き
生
活
を
行
わ
な
い
逸
脱
修
道
士
を
批
判
し
て
い
る

（
修
道
制
そ
の
も
の
の
批
判
で
は
な
い
）
か
ら
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
以
上

の
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
さ
て
ヨ
シ
フ
の
主
張
に
続
き
、
第
四
節
の
最
末
尾
に
は
、
第
二
節
、
第
三
節
に

は
な
い
タ
イ
プ
の
、
締
め
く
く
り
の
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
言
及

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
部
分
で
は
、
第
四
節
で
そ
れ
ま
で
話
さ
れ
て
き
た
主
張

と
は
異
な
り
、
第
一
一
章
全
体
の
主
張
が
誰
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
か
が
述
べ
ら

れ
る
。
「
修
道
生
活
を
否
定
す
る
…
（
中
略
）
…
こ
の
人
々
と
い
う
の
は
、
明
ら

か
に
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
…
長
司
祭
ア
レ
ク
セ
イ
、
司
祭
デ
ニ
ス
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ク
ー
リ
ツ
ィ
ン
の
よ
う
な
人
々
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ル
メ

ニ
ア
人
に
つ
い
て
述
べ
た
天
国
イ
ア
府
主
教
ヨ
ア
ン
ネ
ス
の
引
用
に
続
き
、
「
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
や
古
代
の
あ
ら
ゆ
る
異
端
者
よ
り
も
悪
い

者
で
あ
り
、
天
使
さ
え
も
彼
ら
を
正
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

こ
の
最
後
の
ま
と
め
を
終
え
て
い
る
。
結
婚
だ
け
で
な
く
、
修
道
生
活
全
体
に
つ

い
て
の
言
及
を
見
る
限
り
、
こ
こ
で
の
ま
と
め
が
第
四
節
ば
か
り
か
、
第
二
節
、

第
三
節
も
含
め
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
こ
の
い
わ

ば
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
一
節
の
冒
頭
部
以
来
二
度
目
の
、
長

司
祭
ア
レ
ク
セ
イ
、
司
祭
デ
ニ
ス
、
書
記
官
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ク
ー
リ
ツ
ィ
ン
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

う
個
人
の
名
前
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
さ
れ
る
。

　
さ
て
最
後
に
、
残
さ
れ
た
第
一
一
章
の
第
一
節
を
見
て
み
よ
う
。

　
第
一
節
と
い
う
の
は
修
道
制
が
使
徒
や
教
父
の
教
え
に
反
し
て
い
る
と
い
う

「
異
端
者
」
の
批
判
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
反
論
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、
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興
味
深
い
こ
と
に
極
め
て
第
二
節
、
第
三
節
、
第
四
節
と
密
に
繋
が
っ
て
い
る
。

こ
の
三
つ
の
節
の
テ
ー
マ
は
概
し
て
、
既
に
第
一
節
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
例
え
ば
第
一
節
前
半
部
で
は
、
修
道
士
と
独
身
、
結
婚
に
つ
い
て
の
問
題
に
話

が
集
中
し
て
い
る
。
天
国
の
た
め
に
結
婚
し
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
キ
リ
ス
ト

や
使
徒
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
、
使
徒
が
悩
み
つ
つ
も
独
身
を
守
っ
た
こ
と
が
強
調

　
　
ゆ
　
さ
れ
、
ま
た
妻
を
連
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
す
る
権
利
に
関
す
る
パ
ウ
ロ
の
自

問
「
私
た
ち
に
は
…
（
中
略
）
…
信
者
で
あ
る
妻
を
連
れ
て
歩
く
権
利
が
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ロ

で
し
ょ
う
か
」
の
解
釈
に
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
他
方
で
第
一
節
の
後
半
部
と
い
う
の
は
、
剃
髪
や
修
道
士
の
恰
好
、
世
俗
と
の

分
離
、
修
道
生
活
を
「
人
が
勝
手
に
考
え
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
神
に
起
源
が
あ

る
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
「
異
端
者
」
へ
の
反
論
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

し
か
し
な
が
ら
事
実
上
は
、
そ
の
中
で
も
修
道
士
の
恰
好
の
問
題
（
前
述
の
よ
う

に
第
二
・
第
三
節
で
述
べ
ら
れ
る
）
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
使
徒
ペ
ト

ロ
の
時
代
か
ら
修
道
士
の
黒
衣
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
天
使
が
現
れ
て
パ
コ
ミ

オ
ス
に
ス
ヒ
マ
修
道
士
の
恰
好
を
与
え
た
こ
と
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
多
く
の

聖
人
（
ペ
ト
ロ
、
使
徒
ヨ
ハ
ネ
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
主
教
イ
グ
ナ
チ
オ
ス
、
大
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

オ
ニ
シ
オ
ス
〔
二
～
三
世
紀
〕
）
の
意
見
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
内
容
の
観
察
は
、
第
一
節
に
お
け
る
全
体
的
な
反
論
と
、
第
二
節
、

第
三
節
、
第
四
節
に
お
け
る
個
別
具
体
的
な
反
論
と
い
う
第
＝
章
の
構
造
を
見

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
し
て
こ
の
四
つ
の
節
の
内
、
第
一
節
の
冒
頭
に
の
み
、

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
ア
レ
ク
セ
イ
ら
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指

摘
し
て
お
く
。

　
更
に
興
味
深
い
の
は
、
先
に
挙
げ
た
第
四
節
の
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
、
い
わ

ば
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
内
容
が
や
は
り
一
般
的
な
反
論
で
あ
り
、
加
え
て
第
一
節
の
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

頭
と
同
様
に
ア
レ
ク
セ
イ
ら
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま

り
第
二
節
、
第
三
節
、
第
四
節
が
、
第
一
節
及
び
そ
れ
と
類
似
の
一
般
的
な
修
道

制
批
判
へ
の
反
論
で
あ
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
よ
り
前
後
を
挟
み
込
ま
れ
た
状
況
に
あ

る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
状
況
は
、
第
＝
章
の
構
造
に
関
す
る
ス
キ
ー
ム
を
以
下
の
よ
う
に
見

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

〔
図
二
〕

第
一
一
章
タ
イ
ト
ル
ー

　
こ
の
章
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
へ
の
反
論
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
（
但
し
ア
レ
ク
セ
イ
ら
の
名
は
記
さ
れ
ず
）
。

第
一
一
章
第
一
節
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
i

　
「
反
論
」
が
第
＝
章
に
入
る
際
に
作
成
さ
れ
た
、
修
道
制
批
判
へ
の
全
体
的

な
反
論
。
冒
頭
で
は
、
以
下
の
第
二
～
第
四
節
で
反
論
さ
れ
る
主
張
が
ア
レ
ク
セ

イ
ら
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
・
第
三
節
－

　
「
反
論
」
が
こ
の
第
二
節
、
第
三
節
の
べ
…
ス
で
あ
り
、
第
＝
章
に
取
り
込

ま
れ
る
際
に
大
き
く
二
分
さ
れ
た
。
主
に
修
道
士
の
恰
好
に
つ
い
て
の
反
論
で
あ

る
（
ア
レ
ク
セ
イ
ら
の
名
も
「
異
端
者
」
と
い
う
語
も
な
い
）
。

第
四
節
－

　
修
道
士
と
い
う
、
結
婚
を
し
な
い
存
在
に
対
す
る
批
判
に
、
ヨ
シ
フ
が
反
論
し
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た
も
の
で
あ
り
、
第
二
、
牌
弟
三
節
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い

名
も
「
異
端
者
」
と
い
う
語
も
な
い
）
。

（
ア
レ
ク
セ
イ
ら
の

第
四
節
末
尾
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
1

　
第
一
一
章
の
締
め
く
く
り
に
あ
た
る
。
直
接
に
は
第
一
一
章
第
一
節
の
冒
頭
を

受
け
て
い
る
。
以
上
の
主
張
が
ア
レ
ク
セ
イ
ら
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
再
度
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
真
ん
中
の
三
節
（
第
二
～
第
四
節
）
が
、
ア
レ
ク
セ
イ
や
デ
ニ
ス
ら
の
名
前
が

記
さ
れ
た
第
一
節
と
そ
の
類
似
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
挟
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
う
し

た
状
況
は
、
本
稿
の
筆
者
を
次
の
仮
説
の
提
示
に
導
く
。
す
な
わ
ち
こ
の
第
＝

章
は
、
既
に
そ
れ
ま
で
に
「
異
端
者
」
と
無
関
係
に
存
在
し
て
い
た
三
つ
の
修
道

制
批
判
を
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
の
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
装
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
。
ア
レ
ク
セ
イ
ら
の
名
前
を
前
後
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
そ
の
間
の
節
も
ま
た
、
ア
レ
ク
セ
イ
ら
と
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
仕

立
て
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
第
二
節
、

第
三
節
の
原
型
で
あ
っ
た
「
反
論
」
を
書
い
た
時
点
で
ヨ
シ
フ
が
そ
の
敵
を
「
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
結
び
つ
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

と
り
わ
け
明
瞭
に
な
ろ
う
。
改
訂
の
時
点
で
初
め
て
、
様
々
な
修
道
制
批
判
が
、

か
つ
て
一
四
九
〇
年
に
裁
か
れ
た
「
異
端
者
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
第
＝
章
全
体
の
タ
イ
ト
ル
及
び
、
各
節
を
つ
な
ぐ
部
分
も
興
味
深
い
。

ま
ず
は
多
少
長
い
も
の
の
、
第
三
章
の
本
文
の
冒
頭
に
配
さ
れ
て
い
る
、
全
体

の
タ
イ
ト
ル
を
こ
こ
で
全
て
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
「
修
道
士
の
生
活
を
既
め
る
と
と
も
に
、
ま
た
修
道
士
た
ち
は
神
の
掟
と

預
言
者
や
福
音
や
使
徒
の
書
き
物
と
を
捨
て
、
独
断
と
独
習
に
よ
り
己
の
生

活
を
発
案
し
、
人
間
の
伝
承
を
守
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の

異
端
に
対
す
る
講
話
。

　
ま
た
他
の
あ
る
者
た
ち
鑓
暖
。
は
、
も
し
修
道
士
の
生
活
が
神
意
に
適
う

な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
自
身
も
神
の
使
徒
た
ち
も
修
道
士
の
恰
好
で
あ
っ
た
ろ

う
。
だ
が
今
我
々
は
キ
リ
ス
ト
も
、
ま
た
同
じ
く
聖
な
る
使
徒
た
ち
を
も
、

修
道
士
の
恰
好
で
は
な
く
、
世
俗
の
恰
好
で
あ
る
の
を
見
る
、
と
言
っ
て
い

る
Q

　
ま
た
他
の
あ
る
者
た
ち
顛
駿
。
は
、
ス
ヒ
マ
で
あ
る
修
道
士
の
恰
好
は
聖

霊
に
よ
っ
て
、
パ
コ
ミ
オ
ス
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
も
し
天
使

（
が
与
え
た
）
な
ら
ば
、
輝
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
〔
現
実
に
は
〕

黒
く
さ
え
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
こ
れ
こ
そ
悪
魔
の
仕
業
の
印
で
あ
る
、

と
言
っ
て
い
る
。

　
ま
た
他
の
あ
る
者
た
ち
鵠
臣
器
は
、
聖
な
る
使
徒
パ
ウ
ロ
が
『
霊
は
次
の

よ
う
に
明
確
に
告
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
終
わ
り
の
時
に
は
信
仰
か
ら
脱
落
す

る
者
が
い
ま
す
。
惑
わ
す
霊
と
悪
霊
の
教
え
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
。
こ
の
こ

と
は
偽
り
を
語
る
者
た
ち
の
偽
善
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
す
。
彼

ら
は
自
分
の
良
心
が
焼
け
き
っ
て
お
り
、
ま
た
結
婚
を
禁
じ
、
ま
た
食
物
を

絶
つ
こ
と
を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
食
物
は
、
信
仰
を
持
ち
、
真
理
を

認
識
し
た
人
た
ち
が
感
謝
し
て
食
べ
る
よ
う
に
と
、
神
が
お
造
り
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
神
が
お
造
り
に
な
っ
た
も
の
は
す
べ
て
良
い
も
の
で
あ
る
の
で
、

感
謝
し
て
受
け
る
な
ら
ば
、
何
「
つ
捨
て
る
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
神
の
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言
葉
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
聖
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
』
と
テ
モ

テ
に
宛
て
て
書
い
た
言
葉
を
曲
解
し
て
い
る
。
異
端
者
た
ち
は
こ
の
言
葉
を

修
道
士
に
つ
い
て
の
聖
使
徒
パ
ウ
ロ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
妻

帯
を
禁
じ
、
食
事
を
控
え
る
〔
よ
う
に
言
っ
て
い
る
〕
も
の
だ
と
言
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
イ
ス
ラ
エ
ル
に
種
を
蒔
か
な
い
あ
ら
ゆ
る
者
は
呪

誼
さ
れ
る
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
全
て
の
異
端
者
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

を
反
駁
す
る
、
聖
な
る
書
物
の
言
葉
が
集
め
ら
れ
て
い
る
」

　
第
＝
章
全
体
の
タ
イ
ト
ル
で
は
四
つ
の
修
道
制
批
判
が
「
異
端
者
」
の
も
の

と
さ
れ
つ
つ
も
、
各
「
批
判
」
は
別
の
人
々
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
も

記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
各
節
の
つ
な
ぎ
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
第

一
節
と
第
二
節
の
繋
が
り
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
第
一
節
で
「
異
端
者
」
の
主
張
〔
修
道
士
は
神
の
掟
や
預
言
書
、
福
音

書
等
に
背
い
た
生
活
様
式
を
取
っ
て
い
る
〕
に
反
論
が
加
え
ら
れ
た
後
、
第

二
節
冒
頭
で
）
「
し
か
し
異
端
の
誘
惑
は
多
様
で
あ
る
。
修
道
士
た
ち
が
神

の
掟
と
預
言
者
や
福
音
や
使
徒
の
書
き
物
に
従
っ
て
生
活
様
式
を
自
ら
に
選

ん
で
い
る
と
い
う
聖
書
の
証
言
を
聞
い
た
彼
ら
（
「
他
の
あ
る
者
た
ち
」
で

は
な
い
）
は
、
こ
こ
で
別
の
誘
惑
を
探
し
出
し
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

『
も
し
修
道
士
の
生
活
が
神
意
に
適
う
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
自
身
も
神
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徒
だ
ち
も
修
道
士
の
恰
好
で
あ
ろ
う
…
（
中
略
）
…
』
と
」
。

第
二
節
と
第
三
節
の
間
も
見
て
み
よ
う
。

　
（
第
二
節
で
反
論
を
終
え
た
後
に
第
三
節
冒
頭
で
）
「
し
か
し
異
端
者
の
舌

先
は
あ
ら
ゆ
る
石
を
も
動
か
し
、
都
合
の
よ
き
こ
と
を
さ
ん
ざ
ん
に
言
う
。

〔
彼
ら
は
〕
敬
度
に
生
き
る
人
々
を
誘
惑
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
主

キ
リ
ス
ト
も
聖
な
る
使
徒
も
修
道
士
の
恰
好
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
な
ぜ

な
ら
修
道
士
の
恰
好
は
…
繊
密
と
涙
の
恰
好
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
聖

な
る
書
物
の
証
言
を
聞
い
た
彼
ら
〔
異
端
者
〕
は
、
こ
こ
で
別
の
誘
惑
に
傾

い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
『
ス
ヒ
マ
で
あ
る
修
道
士
の
恰
好
は
聖
霊
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
パ
コ
ミ
オ
ス
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
…
』
と
」
。

最
後
に
第
三
節
と
第
四
節
の
間
も
同
様
で
あ
る
。

　
（
第
三
節
で
反
論
を
終
え
た
後
に
第
四
節
冒
頭
で
）
「
し
か
し
悪
賢
い
異
端

者
は
、
大
パ
コ
ミ
オ
ス
の
前
に
現
れ
た
の
が
主
の
天
使
で
あ
り
、
〔
そ
う
し

て
彼
は
〕
修
道
士
の
恰
好
、
つ
ま
り
ス
ヒ
マ
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
聖
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

書
物
の
話
を
聞
き
、
別
の
誘
惑
を
見
い
だ
し
た
」
。
（
以
下
第
四
節
で
反
駁
さ

れ
る
「
異
端
者
」
の
主
張
）

　
筆
者
が
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
上
に
見
た
タ
イ
ト
ル
の
場
合
と
は
全
く
異

な
り
、
各
号
の
冒
頭
で
は
前
節
と
の
繋
が
り
が
強
調
さ
れ
、
同
じ
人
々
に
よ
る
四

つ
の
批
判
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
先
の
第
一
一
章
全
体
の
ス
キ
ー
ム
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
ヨ

シ
フ
は
全
て
の
修
道
制
批
判
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」

に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。
こ
の
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
努
力
は
、
ま
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さ
に
各
節
の
繋
が
り
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
四
つ
の
修
道
制
批
判
が
あ

た
か
も
一
つ
の
集
団
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に
全
体
の
タ
イ
ト
ル
の
中
に
は
、
元
々
は
各
節
が
別
個
の
対

象
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
痕
跡
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
次
の
結
論
に
導
く
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
通
り
ル
リ
エ
ー
に

よ
れ
ば
、
『
啓
蒙
者
』
は
「
異
端
者
」
へ
の
火
刑
の
適
用
を
正
当
化
す
る
た
め
に

作
成
さ
れ
た
実
践
書
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
の
書
に
お
い
て
は
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド

の
異
端
者
」
が
被
処
刑
要
件
を
満
た
す
た
め
に
、
異
端
者
と
い
う
よ
り
も
、
背
教

者
に
近
い
存
在
と
し
て
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
故
に
、
同
じ
く

彼
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
異
端
者
」
は
「
ユ
ダ
ヤ
的
に
思
考
す
る
渓
葺
畠
。
§
丁

田
碧
養
母
δ
罠
臨
p
舜
導
燈
畠
ご
・
冤
δ
霞
滞
」
と
形
容
さ
れ
、
他
方
で
ユ
ダ
ヤ
人
的
な

振
る
舞
い
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
そ
の
起
源
が
ユ
ダ
ヤ
人
ス
ハ
ー
リ
ヤ
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
『
啓
蒙
者
』
は
ル
リ
エ
ー
の
特
徴
付
け
で
は
十
分
に
言
い
尽
く

さ
れ
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
『
啓
蒙
者
』
は
旦
ハ
体
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
異
端
者

（
に
付
さ
れ
る
）
の
典
型
的
な
主
張
（
イ
コ
ン
冒
涜
、
反
三
位
一
体
的
主
張
）
を

繰
り
返
し
描
い
て
お
り
、
ま
た
ア
レ
ク
セ
イ
や
デ
ニ
ス
ら
は
相
変
わ
ら
ず
異
端
者

と
い
う
言
葉
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
に
お
い
て
筆
者
が
行
っ
た
比
較

検
討
（
「
七
千
年
物
語
」
が
改
訂
さ
れ
て
『
啓
蒙
者
』
第
八
～
「
O
章
と
し
て
取

り
込
ま
れ
た
部
分
）
も
ま
た
、
こ
の
改
訂
作
業
が
決
し
て
異
端
者
を
背
教
者
ユ
ダ

ヤ
人
と
し
て
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
志
向
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
改
訂
に
お
い
て
最
も
費
や
さ
れ
た
の
は
、
七
千
年
問
題
の
「
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
の
異
端
者
」
へ
の
仕
立
て
上
げ
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
仕
立
て
上
げ
の
、
使
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

や
教
父
の
書
物
か
ら
の
引
用
に
よ
る
権
威
付
け
で
あ
っ
た
。
修
道
制
批
判
に
関
し

て
も
こ
れ
と
同
じ
く
、
元
々
は
一
四
九
〇
年
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ

ド
の
異
端
者
」
と
は
無
関
係
の
人
々
が
行
っ
て
い
た
言
動
が
、
ヨ
シ
フ
に
よ
り
こ

の
「
異
端
者
」
の
も
の
と
し
て
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
処
理
さ
れ
た
と
い
う
流
れ
を

見
て
取
れ
る
。
筆
者
の
こ
う
し
た
結
論
は
、
ル
リ
エ
ー
の
そ
れ
と
は
完
全
に
異
な

る
。
彼
の
説
で
は
そ
も
そ
も
、
前
提
と
し
て
、
修
道
制
の
批
判
者
が
既
に
「
異
端

者
」
で
あ
る
こ
と
が
確
定
（
つ
ま
り
火
刑
を
除
く
処
罰
は
既
に
可
能
）
し
て
お
り
、

ヨ
シ
フ
の
作
業
目
標
は
そ
れ
を
「
ユ
ダ
ヤ
的
存
在
」
に
仕
立
て
上
げ
て
火
刑
を
可

能
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
現
実
は
ま
だ
批
判
者
た

ち
が
異
端
者
（
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
ど
こ
ろ
か
）
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ

れ
て
い
な
い
段
階
に
あ
り
、
従
っ
て
ヨ
シ
フ
の
作
業
は
、
修
道
制
批
判
者
を
異
端

者
と
し
て
確
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
一
歩
前
の
段
階
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

ま
さ
に
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
が
行
っ
た
作
業
と
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
も
ま
た

自
分
が
問
題
質
す
る
存
在
を
、
過
去
に
有
罪
と
さ
れ
た
異
端
者
と
し
て
告
発
（
旦
一

体
的
に
は
共
通
点
の
「
発
見
」
に
基
づ
い
て
）
す
る
こ
と
で
、
当
該
の
存
在
を
異

端
宣
告
に
ま
で
導
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
異
端
宣
告
は
、
少
な
く
と
も
結
果

と
し
て
、
そ
の
対
象
へ
の
処
罰
の
正
当
化
を
招
く
。
大
主
教
は
、
一
四
八
○
年
代

後
半
の
敵
対
す
る
人
々
へ
の
処
罰
の
適
用
を
、
彼
ら
を
過
去
の
「
メ
ッ
サ
リ
ア
と

マ
ル
キ
オ
ン
」
の
異
端
者
と
し
て
告
発
す
る
こ
と
で
正
当
化
し
た
が
、
ヨ
シ
フ
は

自
分
の
番
に
、
自
分
が
敵
視
す
る
存
在
を
、
過
去
の
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」

と
し
て
告
発
し
、
そ
れ
へ
の
処
罰
の
正
当
化
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。

一21一



西洋史論集

註
（
1
）
第
二
章
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
ル
リ
エ
ー
の
］
五
〇
二
～
〇
四

　
年
説
、
ジ
ミ
ー
ン
の
一
五
〇
三
年
会
議
前
夜
説
、
列
・
ポ
ル
フ
ィ
リ
エ
フ
の
一

　
四
九
二
～
九
四
年
、
プ
リ
グ
ー
ゾ
フ
の
］
五
〇
八
年
以
降
説
が
あ
る
。
筆
者
の

　
説
を
含
む
諸
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ヨ
シ
フ
・
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
の
『
ノ

　
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
』
像
」
を
参
照
。

（
2
）
第
一
の
問
い
は
、
修
道
制
が
神
を
喜
ば
す
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト

　
も
修
道
士
の
恰
好
を
し
た
で
あ
ろ
う
に
、
現
実
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
、
と
い

　
う
「
異
端
者
」
の
問
い
か
け
（
調
唱
。
畠
。
爵
器
高
ダ
○
比
い
ム
ω
。
。
．
）
で
あ
っ
た
。
第

　
三
の
問
い
は
、
キ
リ
ス
ト
が
も
し
修
道
士
の
恰
好
を
気
に
入
っ
て
い
た
な
ら
そ
れ

　
を
着
た
だ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
着
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
修
道
士
の
恰
好
を
好

　
ん
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
（
畷
や
o
o
。
・
o
計
器
員
ダ
○

　
お
や
盒
O
●
）
。
第
四
の
問
い
は
、
キ
リ
ス
ト
が
世
俗
の
恰
好
を
す
る
の
な
ら
、
万

　
民
が
世
俗
の
恰
好
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い
（
響
0
8
0
罠
需
誹
w

　
6
．
ね
O
ム
ぬ
）
で
あ
る
。
第
六
の
問
い
は
、
修
道
士
の
恰
好
は
臓
悔
や
罪
を
悔

　
い
る
者
が
す
る
も
の
で
あ
り
、
何
も
な
い
者
は
着
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な

　
い
か
、
と
い
う
問
い
（
閾
も
。
畠
。
霞
丁
丁
y
O
壼
P
ム
お
．
）
で
あ
る
。

（
3
）
第
二
の
問
い
は
、
偉
大
な
神
は
修
道
士
の
恰
好
を
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る

　
第
一
の
問
い
へ
の
ヨ
シ
フ
の
回
答
に
対
し
、
し
か
し
彼
は
十
字
架
で
の
礫
と
い

　
う
、
「
偉
大
で
な
い
」
、
身
分
不
相
応
の
侮
辱
的
な
死
を
蒙
っ
た
で
は
な
い
か
、

　
こ
れ
は
ど
う
説
明
す
る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
（
閾
も
。
島
。
冒
器
夢
v
O
轟
ω
。
。
）

　
で
あ
り
、
第
五
の
問
い
は
、
主
キ
リ
ス
ト
は
修
道
士
の
恰
好
を
し
な
か
っ
た
と

　
し
て
も
、
な
ぜ
使
徒
も
ま
た
修
道
士
の
恰
好
を
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い

　
（
調
鷲
畠
。
霞
器
翻
7
0
盆
回
－
鼻
爵
）
で
あ
り
、
第
七
の
問
い
は
、
カ
エ
サ
レ
イ
ア

　
の
バ
シ
レ
イ
オ
ス
ら
一
部
の
教
父
に
つ
い
て
、
彼
が
世
俗
と
別
れ
を
告
げ
て
修

　
道
士
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
修
道
士
の
恰
好
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な

　
い
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
（
臣
や
O
O
切
O
同
畿
月
Φ
員
伊
w
　
6
●
　
彙
ω
一
轟
轟
い
）
で
あ
る
。
第
八

　
の
問
い
は
、
以
上
の
人
が
も
し
修
道
士
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
生
活
様
式
で
そ

　
う
呼
ば
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
修
道
士
の
衣
服
は
や
は
り
着
て
い
な
か
っ
た
の
で

　
は
な
い
か
と
い
う
問
い
（
頃
や
。
畠
爲
胃
鶏
ダ
ρ
食
い
ム
轟
①
）
、
第
九
の
問
い
は
、

　
な
ぜ
神
の
使
徒
は
、
修
道
士
に
な
る
こ
と
を
勧
め
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
主
教
、

　
説
教
者
、
教
師
（
彼
ら
は
も
ち
ろ
ん
修
道
士
の
恰
好
を
し
て
い
な
い
）
で
あ
る

　
こ
と
を
命
じ
た
の
か
と
い
う
問
い
（
幽
娼
。
畠
。
霞
器
富
“
○
嚢
ひ
－
食
。
。
）
で
あ
る
。

（
4
）
指
摘
さ
れ
る
べ
き
は
、
「
反
論
」
前
半
部
と
後
半
部
の
間
に
配
さ
れ
た
、
修
道

　
士
が
俗
人
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
短
い
例
話
が
『
啓
蒙
者
』
第
＝
章
に

　
お
い
て
は
第
二
節
に
も
、
ま
た
第
三
節
に
も
入
ら
ず
、
実
際
に
は
第
］
節
に
入
っ

　
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
は
っ
き
り
と
述
べ
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
が
、
第
一
節
に
存
在
す
る
が
故
に
こ
の
例
話
は
第
二
、
第
三
章

　
に
は
持
ち
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
第
二
、
第
三
節
に
相
応
し
く
な
い

　
が
故
に
、
第
一
節
に
場
所
を
替
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
5
）
厳
密
に
言
え
ば
、
「
著
作
」
に
お
け
る
引
用
と
第
一
一
章
に
お
け
る
引
用
は
、

　
同
じ
テ
モ
テ
宛
て
の
書
簡
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
使
用
さ
れ
る
単
語
等
が
若

　
干
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ヨ
シ
フ
の
引
用
が
正
教

　
会
に
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
「
著
作
」
の
そ
れ
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
上
に
見
た
よ
う
に
「
良
心
が
焼
け
き
っ
て
お
り
」
（
ヨ
シ
フ
）
、
「
無
知
で

　
あ
り
」
（
「
著
作
」
）
等
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
こ
の
こ
と
自
体
は
、

　
ヨ
シ
フ
が
第
四
節
に
お
い
て
念
頭
に
置
い
た
の
が
「
著
作
」
で
あ
っ
た
、
と
い

　
う
可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ヨ
シ
フ
は
当
然
、
相

　
手
の
誤
っ
た
引
用
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
反
論
せ
ず
、
正
教
会
に
伝
統
的
な
テ
ク

　
ス
ト
を
使
っ
て
そ
れ
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
6
）
鵠
鷲
。
切
。
卜
占
爵
○
恥
い
い
●

（
7
）
書
8
窪
§
・
夢
O
a
い
’

（
8
）
魯
。
畠
。
畠
器
自
朗
O
a
い
・

（
9
）
響
。
。
ビ
・
・
爵
器
量
O
a
い
占
◎

（
1
0
）
麟
も
。
＄
o
霞
器
潔
”
○
轟
ま
堅
い
刈
・

（
1
1
）
圃
鴫
。
。
切
。
霞
器
員
ダ
○
轟
い
。
。
’

（
1
2
）
訓
懇
畠
翌
旦
窪
副
O
a
ρ

（
1
3
）
響
。
。
切
。
罠
器
鋳
○
ま
O
ム
ひ
ω
」
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15世紀末のロシアにおける修道制批判とヨシフ・ヴォロッキーによるその処理方法（宮野　裕）

（
1
4
）
頃
零
畠
。
霞
器
炉
○
ま
P

（
1
5
）
さ
蝕
§
8
0
出
■

（
1
6
）
こ
の
最
後
の
部
分
は
、
本
文
中
に
は
存
在
す
る
も
の
の
、
第
四
節
冒
頭
の
、

　
パ
ウ
ロ
の
書
簡
の
該
当
部
分
の
全
文
引
用
に
は
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

　
お
く
Q
圃
唱
。
畠
①
霞
器
旨
訓
○
轟
い
華

（
1
7
）
響
。
。
舘
霞
器
鋳
○
ま
い
．

（
！
8
）
書
◎
＄
①
霞
器
鼻
○
ま
ω
－
轟
ひ
華

（
1
9
）
調
唱
。
島
。
霞
器
自
曽
○
ま
ω
■

（
2
0
）
圃
唱
。
畠
。
二
三
員
ダ
○
恥
＄
ム
一
ω
．

（
2
1
）
響
。
。
。
・
禽
輯
。
炉
○
乱
ω
．

（
2
2
）
響
。
畠
。
醤
器
鋳
○
爵
ω
ム
P
◎
お
野

（
2
3
）
響
。
。
器
鑓
器
昼
○
ま
ω
・

（
2
4
）
書
。
畠
。
霞
呵
。
爵
○
き
い
ム
O
ひ
●

（
2
5
）
響
。
畠
。
霞
器
炉
○
蕊
い
．

（
2
6
）
響
。
。
¢
・
o
憲
器
鋳
○
章
。
。
■

（
2
7
）
響
。
畠
。
醤
器
弼
○
囲
い
華

（
2
8
）
§
罫
○
＝
◎
・

（
2
9
）
拙
稿
「
中
世
ロ
シ
ア
に
お
け
る
『
七
千
年
終
末
論
争
』
の
『
異
端
化
』
」
『
歴

　
史
学
研
究
』
七
七
三
号
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
～
二
八
頁
。

結
び
に
代
え
て

　
一
四
九
〇
年
頃
に
、
堕
落
し
た
修
道
士
（
修
道
制
そ
の
も
の
で
は
な
い
）
を
批

判
す
る
人
々
が
い
た
。
彼
ら
は
使
徒
パ
ウ
ロ
の
書
簡
を
引
用
し
つ
つ
、
ま
た
公
会

議
の
決
議
等
を
引
用
し
て
、
修
道
士
た
る
も
の
の
あ
る
べ
き
生
活
様
式
を
論
じ
て

い
た
。
彼
ら
は
修
道
制
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
教
会
会

議
が
彼
ら
に
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
従
っ
て
こ
の
批
判
者
た
ち
が
教

会
に
よ
り
「
異
端
者
」
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
他
方
で
こ
の
時
期
に
、
修
道
制
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
人
々
が
存
在
し
た
。
彼

ら
は
修
道
制
が
使
徒
の
主
張
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
、
彼
ら
の
恰
好
が
と
て
も
神
に

認
め
ら
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
起
源
は
決
し
て
天
使
の
恰
好

に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
1
等
の
批
判
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヨ
シ

フ
が
「
反
論
」
を
行
っ
た
。
こ
の
時
点
で
彼
は
相
手
を
単
に
異
端
者
（
但
し
一
カ

所
だ
け
）
や
「
あ
る
者
」
と
呼
ぶ
だ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
こ
で
の
批
判
者
も
ま

た
一
四
九
〇
年
に
処
罰
さ
れ
た
「
異
端
者
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
得
る
。

　
一
四
九
二
～
九
四
年
に
ヨ
シ
フ
は
『
啓
蒙
者
』
の
原
初
版
を
作
成
し
た
。
こ
の

時
に
そ
の
最
終
章
（
第
＝
章
）
も
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
作
成
時
に
ヨ
シ
フ
は
先

の
「
反
論
」
の
書
を
参
考
に
し
た
が
、
こ
れ
に
更
に
幾
つ
か
の
「
問
題
の
あ
る
」

主
張
（
と
り
わ
け
結
婚
を
し
な
い
修
道
士
を
、
（
一
）
パ
ウ
ロ
の
書
簡
を
引
用
し

て
、
ま
た
（
二
）
モ
ー
セ
五
書
を
利
用
し
て
批
判
し
た
）
を
論
駁
対
象
と
し
て
加

え
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
。
ま
た
彼
は
こ
の
敵
対
者
を
、
既
に
一
四
九
〇
年
に
有

罪
宣
告
を
受
け
た
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
し
て
仕
立
て
上
げ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
第
一
一
章
全
体
の
ス
キ
ー
ム
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
異
端
者
」

と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
第
二
～
四
節
を
、
ヨ
シ
フ
は
、
ア
レ
ク
セ
イ

ら
の
名
を
付
し
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
第
一
節
）
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
第
四
節
終
端
部
）

で
挟
み
込
み
、
加
え
て
タ
イ
ト
ル
に
も
彼
ら
が
「
異
端
者
」
で
あ
る
と
書
き
入
れ

た
。
こ
う
し
た
改
訂
の
目
的
は
次
の
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ヨ
シ
フ
は
当
時

の
修
道
制
批
判
を
既
に
過
去
に
有
罪
と
さ
れ
た
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
と
し
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て
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
で
、
修
道
制
批
判
を
す
る
者
へ
の
処
罰
の
正
当
化
を
目
論

ん
だ
の
で
あ
る
（
ル
リ
エ
ー
は
ヨ
シ
フ
の
志
向
を
、
異
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
に
「
異
端

者
」
を
結
び
つ
け
る
こ
と
と
考
え
た
が
、
こ
れ
で
は
説
明
さ
れ
な
い
）
。
こ
う
し

た
や
り
方
は
、
ま
さ
に
数
年
前
（
一
四
八
七
～
一
四
九
〇
年
）
に
大
主
教
ゲ
ン
ナ
ー

ジ
ー
が
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
ヨ
シ
フ
の
後
に
も
、
彼
の
弟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ソ

た
ち
が
マ
ク
シ
ム
・
グ
レ
ク
ら
の
裁
判
で
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
敵
対
者
を
過
去
に
有
罪
と
さ
れ
た
異
端
者
と
し
て
告
発
す
る
方
法
自

体
は
、
ロ
シ
ア
以
外
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
た
、
い
わ
ば
伝

統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
も
こ
う
し
た
方
法
を
用
い
て
自
分

の
敵
対
者
を
異
端
者
と
し
て
告
発
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
有
罪
判
決
に
付
す
こ
と

に
成
功
し
た
。
し
か
し
概
し
て
同
じ
や
り
方
を
取
る
も
の
の
、
ヨ
シ
フ
独
自
の
特

色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
既
に
本
稿
の
検
討
、
ま
た

「
七
千
年
論
争
」
に
対
す
る
ヨ
シ
フ
の
「
異
端
視
」
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
の
場
合
、
そ
の
真
意
や
正
確
さ
は
さ
て

お
き
、
彼
は
自
分
が
問
題
嘉
す
る
人
々
の
主
張
や
活
動
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

そ
の
中
に
過
去
の
異
端
者
の
そ
れ
と
の
共
通
点
（
主
張
・
活
動
）
を
見
出
す
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
を
以
て
同
定
作
業
（
或
い
は
異
端
的
系
譜
関
係
の
立
証
と
い
う
べ
き

か
）
を
行
っ
た
一
方
で
、
ヨ
シ
フ
の
場
合
、
彼
が
新
た
に
入
手
し
た
情
報
は
殆
ど

な
く
（
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
の
書
簡
や
一
四
九
〇
年
の
判
決
書
の
受
け
売
り
）
、
ま
た

彼
が
両
者
の
主
張
を
比
較
検
討
し
「
神
学
的
な
」
同
定
（
系
譜
立
証
）
作
業
を
行
っ

た
痕
跡
が
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
う
し
た
比
較
検
討
を
行
う
代
わ
り
に
、

「
七
千
年
論
争
」
と
「
修
道
制
批
判
」
を
専
ら
人
的
な
関
係
を
通
じ
て
、
過
去
の

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
に
結
び
つ
け
た
。
す
な
わ
ち
（
一
）
一
四
九
〇
年
に

処
罰
さ
れ
た
人
々
が
「
七
千
年
論
争
」
や
「
修
道
制
批
判
」
を
行
っ
た
こ
と
、
ま

た
（
二
）
ヨ
シ
フ
が
問
題
視
す
る
人
々
も
ま
た
同
様
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
起
こ
し

て
い
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
事
実
の
「
神
学
的
」
証
明
作
業
が
行
わ
れ
ず
に
、

彼
は
突
如
、
「
七
千
年
論
争
」
と
「
修
道
制
批
判
」
が
長
司
祭
ア
レ
ク
セ
イ
、
司

祭
デ
ニ
ス
、
書
記
官
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ク
！
リ
ツ
ィ
ン
ら
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
既
に
事
実
と
し
て
垂
訓
（
八
～
＝
章
）
の
冒
頭
で
言
い

き
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
章
の
中
身
は
系
譜
関
係
の
証
明
作
業
で
は
既
に
な
く
、

異
端
的
主
張
に
対
す
る
論
駁
で
し
か
な
い
。

　
こ
う
し
た
や
り
方
が
こ
の
時
代
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
結
果
的
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
特
定
人
物
が
問
題
呈
す
る
存
在
が
異
端

者
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
は
、
過
去
の
異
端
者
と
の
そ
の
系
譜
関
係
を
「
神

学
的
に
」
指
摘
す
る
必
要
は
な
く
、
過
去
の
異
端
者
と
の
そ
の
人
的
関
係
を
証
明

す
れ
ば
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
場
合
に
一
四
九
学
年
の

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
異
端
者
」
は
最
も
身
近
で
便
利
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
、

人
的
関
係
を
基
礎
と
し
て
対
象
が
異
端
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
手
法
の
「
事

実
上
の
承
認
」
は
、
こ
れ
以
後
の
時
期
に
お
け
る
「
異
端
者
」
の
問
題
の
更
な
る

「
進
展
」
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
…
機
会
に
述
べ

た
い
。
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